
第 1090号

--------
三⑧同シマル醤油

第三種郵便物認可j

V 汎~ご購読料V'J'JV

1年 6，000円
(!到;.i毛料1.70011Jを介む)

Jは令 ・t}jf. J~、 ~ 11' : liif引

I J . ~ 1"1 "1: 11 
10日・ 20日・ 30日

昭和46年 7月30日1950年 4月創刊安完f./'、来斤l'in国受~〈金曜日〉

1f: i i ，リi

全国婦人新聞社

〒160東京都新宿区西新宿
3-7-28 宝季西新宿ビル
電話 03(3343)1846附
FAX 03 (3348) 1 8 9 0 
1辰営口座 00150-7ー172320

)
 
-(
 

本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

回

覧

1995年 3月 10日
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あ
た
り
で
ぜ
ひ
入
れ
る
べ
き
で

あ
る
」
「
貧
困
問
題
に
つ
き
、

途
上
国
の
乙
と
し
か
密
か
れ
て

い
な
い
が
先
進
国
の
貧
富
の
格

差
を
書
く
べ
き
で
あ
る
」
「
〈
和

平
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
っ
と
多
く

の
女
性
の
参
加
を
〉
の
項
で
、

H

文
民
的
役
劃
、
軍
事
的
役
割

の
両
方
で
、
平
和
維
持
に
女
性

を
参
加
さ
せ
る
n
と
あ
る
が
軍

事
的
な
乙
と
に
参
加
す
べ
き
で

は
な
い
」
「

ρ
非
核
H

を
う
ち

出
す
べ
き
で
あ
る
」
「
メ
デ
ィ

ア
の
と
こ
ろ
の
表
現
は
弱
く
、

メ
キ
シ
コ
宣
言
よ
り
後
退
し
て

い
る
」
等
た
く
さ
ん
の
意
見
が

出
た
。
三
月
の
国
連
女
性
の
地

に
あ
た
っ
て
は
女
性
団
体
と
対

話
を
行
い
、
現
実
の
差
別
除
去

の
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
乙

怖

と
。
日
本
の
性
産
業
に
対
す
る

静
脈
詳
細
な
報
告
、
戦
争
犯
罪
へ
の

佐
方
策
を
明
ち
か
に
す
る
よ
う
と

酌

い
っ
て
い
る
。

時
次
に
行
動
綱
領
に
対
し
N
G

印

O
が
意
見
を
出
し
あ
っ
た
(
な

治
お
意
見
の
ベ

l
ス
と
な
っ
た
綱

ぶ
領
案
は
愚
終
案
で
な
く
昨
年
の

す
も
の
で
あ
る
)。

輯

意
見
は
「
従
軍
慰
安
婦
問
題

に
つ
い
て
、
ど
乙
に
も
入
っ
て

い
な
い
が
〈
女
性
に
対
す
る
暴

力
〉
〈
武
力
ま
た
は
そ
の
他
の

紛
争
の
女
性
に
及
ぼ
す
影
響
〉

北
京
ヘ
向
け
て
熱
い
論
議

国

連

第

三

委

女
子
差
別
撤
廃
委

の
報
告
も
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し
て
い
る
。
マ
主
要
関
心
事
項

で
は
、
日
本
の
豊
か
さ
に
比
べ

日
本
女
性
の
経
済
的
地
位
の
低

い
こ
と
を
問
題
に
し
、
均
等
法

に
も
か
か
わ
ら
ず
差
別
が
あ
る

こ
と
に
注
目
。
日
本
の
報
告
デ

ー
タ
に
こ
う
し
た
障
害
へ
の
批

判
が
少
い
。
ぎ
た
日
本
の
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略
、
戦
中

の
性
差
別
へ
の
報
告
が
な
い
乙

と
に
失
望
し
て
い
る
。

マ
示
唆
と
し
て
、
次
の
報
告

「
女
性
ユ
--
オ
シ
東
京
」

女
の
た
め
の
組
合
旗
揚
げ

位
委
員
会
で
の
最
終
審
議
に
、

こ
の
日
本
の
N
G
Oの
意
見
を

反
映
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
請

し
た
。

活発な意見がつづく

う

一
一
月
一
王
ハ
目
、

氏
/
票
愛
宕
の
放
送
博

ふ
一
物
館
で
開
か
れ
た

/
た

」
「
放
送
ウ
ー
マ
ン
の

(
半
世
紀
」
を
見
に
(
聞

き
に
)
行
っ
た
。
日
本
女
性
放

送
者
懇
談
会
の
主
催
で
、
女
性

た
ち
の
作
っ
た
番
組
の
上
映

会
。
こ
の
日
は
教
護
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
特
集
だ
っ
た

が
、
寒
い
雨
の
日
曜
目
だ
っ
た

の
に
、
結
構
参
加
者
が
い
て
、

制
作
者
の
話
を
メ
モ
し
な
が
ら

じ
っ
と
見
入
る
人
も
多
か
っ
た

V
力
作
揃
い
の
中
で
私
に
特
に

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
=
一
十
数

年
ぶ
り
に
テ
l
プ
が
見
つ
か
っ

た
と
い
う
、

N
H
Kの
ラ
ジ
オ

録
音
構
略
女
子
教
育
き
だ
っ

た
。
一
九
五
七
年
に
放
送
さ
れ

た
六
十
分
四
回
放
送
の
大
作
で

あ
る
V
H明
治
九
十
年
H
記
念

番
組
と
し
て
企
画
さ
れ
た
の

で
、
明
治
元
年
生
ま
れ
の
女
性

を
捜
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時
会
津

落
城
を
体
験
し
た
入
、
小
学
校

が
で
き
第
一
回
生
で
学
ん
だ
人

を
見
つ
け
話
を
聞
い
た
。
そ
ん

な
人
の
中
に
平
塚
色
い
て
う
、

神
近
市
子
、
山
川
菊
栄
、
久
布

白
溶
実
6
d女
性
史
の
人
び
と
H

の
証
言
一
口
が
入
る
。
証
言
者
は
五

十
人
に
及
ぶ
V
ち
い
て
う
は
あ

の
激
し
い
文
章
か
ら
は
想
像
も

で
き
ぬ
静
か
な
人
で
声
も
小
さ

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
本

当
に
、
よ
く
聞
き
と
れ
な
い
よ

う
な
声
だ
。
ら
い
で
う
は
で
き

た
ば
か
り
の
日
本
女
子
大
の
大

学
と
い
う
名
(
現
実
に
は
専
門

学
校
な
の
だ
が
〉
に
あ
乙
が
れ

入
学
す
る
が
「
女
と
し
て
の
教

育
ば
か
り
で
人
間
と
し
て
の
教

育
が
な
い
の
に
失
望
」
、
そ
れ

が
「
青
鞘
」
を
作
る
動
機
と
な

る
V
松
岡
久
子
(
「
掃
人
之
友
」

記
者
)
は
小
学
生
の
時
養
女
に

や
ら
れ
勉
強
さ
せ
て
も
ら
-
え
な

い
の
を
悩
み
、
家
出
し
て
H
身

内
で
一
番
も
の
の
わ
か
る
叔

父
H

(

な
ん
と
、
こ
れ
が
津
田

梅
子
の
父
・
仙
)
に
直
訴
、
青

山
学
院
に
入
る
こ
と
に
成
功
す

る
。
女
に
学
問
は
い
ら
な
い
と

い
わ
れ
た
時
期
に
、
小
学
生
に

し
て
自
分
の
思
い
を
貫
き
通
し

た
明
治
の
女
の
土
性
骨
・

--
V己

の
番
組
を
構
成
し
た
林
小
枝
子

さ
ん
は
、
現
役
の
放
送
の
女
た

ち
に
「
戦
後
の
女
性
教
育
呂

を
作
っ
て
f
と
言
っ
て
い
た
。

完
全
に
平
等
な
教
育
の
機
会
を

か
ち
と
っ
た
戦
後
の
日
本
の
女

性
遣
が
、
先
輩
た
ち
の
苦
闘
と

思
い
を
き
ち
ん
と
受
け
と
め
て

い
る
の
か
と
恒
慌
た
る
思
い
に

か
ら
れ
た
合
「
女
子
教
育
き

は
4
月
3
日
か
ら
四
夜
連
続
で

N
H
K①
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」

の
中
で
放
送
さ
れ
る
。
放
送
は

午
前
日
時
ご
ろ
か
ら
。
ま
た
、

U
日
N
H
K衛
星
①
(
幻
時
l

n時
)
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
放
送
ウ
ー
マ
ン
の
初
年
」
が

放
送
さ
れ
る
。

八
度
め
の
年
お
ん
な

女
子
大
待
時
か
ら
治
ま
り
、

櫛
田
ふ
き

玲
当
ト
州
市
腕

蝉
圧
下
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
夫
の
急
逝
と
そ
の
後
の

苦
闘
、
素
晴
ら
し
い
人
々
と
の
出
会
い
と
別
れ
、

そ
し
て
今
な
お
平
和
へ
の
夢
に
挑
む
九
六
歳
の
年

お
ん
な
。
そ
の
ひ
た
む
き
な
生
き
方
を
綴
っ
た
エ

ッ
セ
イ
。

四
六
判
・
ニ
ニ
悶
頁

定
価
一
七
O
O円

!o 

b
p主
匡

生

き

て

愛

し

て

闘

っ

て

司
ヲ
民
明

d

a
，ぇ二、
V
2
乱

四
六
判
・
二一

-u
定
価

一六
O
O円

住
井
す
ゑ

i
唱
団
れ
い
子

幼
い

H
の
こ
と
、
東
京
へ
の
出
奔
、
良
民
運
動
一

途
の
犬
と
の
出
会
い
や
結
婚
、
戦
時
中
の
弥
圧
、

四
人
の
子
育
て
、
夫
の
死
後
よ
う
や
く
筆
を
と
っ

た
名
作
『橋
の
な
い
川
』

平
等
社
会
の
夢
に
生
き

た
九
三
年
の
生
涯
を
、
初
め
て
娘
に
語
り
明
か
す

脇
役
誕
生

花
沢
徳
衛

間
六
色

職
人
と
刑
事
と
医
者
を
や
ら
せ
た

ら
右
に
で
る
者
の
い
な
い
、
あ
の

い
ぶ
し
銀
の
役
者
が
綴
る
反
骨
の

歳
月
。
生
活
感
が
潔
う
役
作
り
そ

の
ま
ま
に
、
た
く
ま
ざ
る
ユ
ー
モ

ア
が
、
人
生
模
様
を
染
め
て
ゆ
く
。

九
十
九
歳
の
恋
う
た

秋
山
ち
え
子
刊
誌
湾
諸
か
吟
M
M
詩
作
の

難
病
で
も
明
る
く
生
き
る
少
女
な
ど

「秋
山
ち
え

F
の
談
話
室
」
か
ら
生
れ

た
人
間
伐
歌
の
物
語
七
編
を
収
録
。

'
L
、
日
刊
、
ノ
一
言
写
あ
る

j
ノ

H
u
v
d
，
説
。
戦
後
ノ
ォ
ト

永
畑
道
子

問刊誌
i

臨
時
均
十
同
校
お

の
姿
は
、
そ
の
ま
ま
取
材
者
の
筆
者
自
身
が
辿
っ
た
現
実
と
重
な

り
合
っ
て
胸
を
打
う
。

四
六
判
・
二三
?
u
定
価

一
ハ
O
O円

危 ミ岩波書庖
、曲轟暗主J東京・平代田・ーツ信
、暗置"， ，;(鍾f!悦込み}

-
大
人
も
満
足
、
小
さ
い
子
の
い
る
家
の
ご
は
ん
料
理

奥
薗
曹
子
の
ご
除
ん
料
理

aり
っ
た
け

主
食
と
い
わ
れ
怠
が
ら
も
主
役
に
な
り
切
れ
怠
い
米
巳
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

生
の
米
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
残
り
ご
は
ん
ま
で
、
す
べ
て
お
い
し
く
料
理
し

ま
し
だ
。

-
イ
ラ
ス
ト
湾
鉱
・
的
判

-m頁
・
カ
ラ
l
ロ
鎗
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*
1
3
5
0
円
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奥

薗

欝

子

の

大

好

評
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子
育
て
ご
は
ん
わ
た
し
流

協
ラ
仔
詮
綾

子
育
て
お
や
つ
わ
た
し
流

M
Uリ
ロ
説

明
帰
グ
ン
和
風
ケ
l
キ
&
ク
ッ
キ
ー

一一閥抗日わ民間

貴
か
ら
だ
を
通
し
マ
地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
視
点
を
提
起
す

3
、
画
期
的
怠
本
/
-

svみ
め
か
ら
だ
が
地
球
環
境
全
5
巻

¥
¥
I
l
--
小
原
秀
雄
編
下
谷
二
助
絵

B
H
へ
八
八

Z3除
、
ど
こ
か
ら
や
っ

Zた
?

・

¥
/
一

h

圃，V
Z予
言

、

死

ん

だ

ら

E
こ
へ

νく
つ

・

町

一

f
la--
匡
指
示
み
に
除
、
得
、
み
伺
濁
績
が

a
z
主い
い

d
'd
.f

園田
V
1
4人
間
的
く
ら
し
が
、
ヒ
ト
を
変
え
る

符

a国
司

ー
匡
地
球
協
ち

hL¥
地
媛
ゆ
ち
帯
、
ゅ
う
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』
ハ
ハ
ハ
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・
A
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・各
m
K
頁
・
全
5
悲
痛
価
1
0
、
3
0
0
円
(
分
売
一
吋
)

/

/

生

物

と
し
て
の
ヒ
ト
を
と
り
ま
く
環
境
は
未
知
の
新
し
い
段
階

i
l
l
l
に
入
っ
て
い
る
。
内
在
す
る
N

環
境
H

と
外
の
環
境
を
考
え
る
本
。

・
姉
妹
図

S
I
l
l
i
-
--
I
l
li
-
-
I
l
l
i
--
ー

-
好
評
発
売
中
/

手
み
め
か
ら
だ
が
進
化
論
・
全
量

黒
田
弘
行
蕃
・
下
谷
二
助
鎗
環
境
・
性
身
体
教
育
の
感
性
と
知
性
を
育
む
総
本
/

か
ら
だ
に
刻
ま
れ
た
お
億
年
の
進
化
史
を
、
や
さ
レ
く
解
説
。
*
各
2
0
6
0
円

軍見白紙視で総合/

?に辰・の本/

-山
由同
文
協
の
お
産
の
本
I
l
l
i
-
-
l

好
評
発
売
中
/
.

シ
l
ラ

f
E
E
R
P
圃
」
」
匡

E
a
z
z

お
ば
さ
ん
の
骨
鉱
制
測

A

、uua居
6
4
4

シ
ー
ラ
・
キ
ッ
ツ
イ
ン
ガ
l
蕃
戸
田
律
子
他
訳

也
界
中
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
妊

娠
・
出
産
ガ
イ
ド
の
邦
訳

・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
多
-上
製
函
入

ω頁
*
5
8
0
0
円

お
産
っ
て
楽
し
い
ね

吉
村
正
・
山
田
佳
子
著
手
づ
く
り
お
産
の
吉
村
病
院
で
は
。

*
1
2
0
0
円

お
産
っ
て
自
然
で
な
く
っ
ち
ゃ
ね

吉
村
正
著
・
清
原
な
つ
の
マ
ン
ガ
あ
る
産
科
医
の
提
言
。
*
1
3
0
0
円

一

夜

凶

以

水

中

出

産

・
片
桐
勘
定
院
の
現
湯
か
ら

山
内
孝
道
著
経
験
者
が
皆
「
よ
か
っ
た
』
と
い
う
水
中
出
産
。
*
1
2
5
0
円

タ
イ
ミ
ン
グ
妊
娠
法

市
川
茂
孝
著
性
交
の
タ
イ
ミ
ン
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で
元
気
な
子
を
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婦
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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

回

覧

1995年 3月 10日

B~Ii重量磁調::i1諸冨範錨li掴E週圏患尉l!ifI細菌-画g盟E磁脈融n語審tl圃

あ
た
り
で
ぜ
ひ
入
れ
る
べ
き
で

あ
る
」
「
貧
困
問
題
に
つ
き
、

途
上
国
の
乙
と
し
か
密
か
れ
て

い
な
い
が
先
進
国
の
貧
富
の
格

差
を
書
く
べ
き
で
あ
る
」
「
〈
和

平
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
っ
と
多
く

の
女
性
の
参
加
を
〉
の
項
で
、

H

文
民
的
役
劃
、
軍
事
的
役
割

の
両
方
で
、
平
和
維
持
に
女
性

を
参
加
さ
せ
る
n
と
あ
る
が
軍

事
的
な
乙
と
に
参
加
す
べ
き
で

は
な
い
」
「

ρ
非
核
H

を
う
ち

出
す
べ
き
で
あ
る
」
「
メ
デ
ィ

ア
の
と
こ
ろ
の
表
現
は
弱
く
、

メ
キ
シ
コ
宣
言
よ
り
後
退
し
て

い
る
」
等
た
く
さ
ん
の
意
見
が

出
た
。
三
月
の
国
連
女
性
の
地

に
あ
た
っ
て
は
女
性
団
体
と
対

話
を
行
い
、
現
実
の
差
別
除
去

の
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
乙

怖

と
。
日
本
の
性
産
業
に
対
す
る

静
脈
詳
細
な
報
告
、
戦
争
犯
罪
へ
の

佐
方
策
を
明
ち
か
に
す
る
よ
う
と

酌

い
っ
て
い
る
。

時
次
に
行
動
綱
領
に
対
し
N
G

印

O
が
意
見
を
出
し
あ
っ
た
(
な

治
お
意
見
の
ベ

l
ス
と
な
っ
た
綱

ぶ
領
案
は
愚
終
案
で
な
く
昨
年
の

す
も
の
で
あ
る
)。

輯

意
見
は
「
従
軍
慰
安
婦
問
題

に
つ
い
て
、
ど
乙
に
も
入
っ
て

い
な
い
が
〈
女
性
に
対
す
る
暴

力
〉
〈
武
力
ま
た
は
そ
の
他
の

紛
争
の
女
性
に
及
ぼ
す
影
響
〉

北
京
ヘ
向
け
て
熱
い
論
議

国

連

第

三

委

女
子
差
別
撤
廃
委

の
報
告
も
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し
て
い
る
。
マ
主
要
関
心
事
項

で
は
、
日
本
の
豊
か
さ
に
比
べ

日
本
女
性
の
経
済
的
地
位
の
低

い
こ
と
を
問
題
に
し
、
均
等
法

に
も
か
か
わ
ら
ず
差
別
が
あ
る

こ
と
に
注
目
。
日
本
の
報
告
デ

ー
タ
に
こ
う
し
た
障
害
へ
の
批

判
が
少
い
。
ぎ
た
日
本
の
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略
、
戦
中

の
性
差
別
へ
の
報
告
が
な
い
乙

と
に
失
望
し
て
い
る
。

マ
示
唆
と
し
て
、
次
の
報
告

「
女
性
ユ
--
オ
シ
東
京
」

女
の
た
め
の
組
合
旗
揚
げ

位
委
員
会
で
の
最
終
審
議
に
、

こ
の
日
本
の
N
G
Oの
意
見
を

反
映
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
請

し
た
。

活発な意見がつづく

う

一
一
月
一
王
ハ
目
、

氏
/
票
愛
宕
の
放
送
博

ふ
一
物
館
で
開
か
れ
た

/
た

」
「
放
送
ウ
ー
マ
ン
の

(
半
世
紀
」
を
見
に
(
聞

き
に
)
行
っ
た
。
日
本
女
性
放

送
者
懇
談
会
の
主
催
で
、
女
性

た
ち
の
作
っ
た
番
組
の
上
映

会
。
こ
の
日
は
教
護
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
特
集
だ
っ
た

が
、
寒
い
雨
の
日
曜
目
だ
っ
た

の
に
、
結
構
参
加
者
が
い
て
、

制
作
者
の
話
を
メ
モ
し
な
が
ら

じ
っ
と
見
入
る
人
も
多
か
っ
た

V
力
作
揃
い
の
中
で
私
に
特
に

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
=
一
十
数

年
ぶ
り
に
テ
l
プ
が
見
つ
か
っ

た
と
い
う
、

N
H
Kの
ラ
ジ
オ

録
音
構
略
女
子
教
育
き
だ
っ

た
。
一
九
五
七
年
に
放
送
さ
れ

た
六
十
分
四
回
放
送
の
大
作
で

あ
る
V
H明
治
九
十
年
H
記
念

番
組
と
し
て
企
画
さ
れ
た
の

で
、
明
治
元
年
生
ま
れ
の
女
性

を
捜
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時
会
津

落
城
を
体
験
し
た
入
、
小
学
校

が
で
き
第
一
回
生
で
学
ん
だ
人

を
見
つ
け
話
を
聞
い
た
。
そ
ん

な
人
の
中
に
平
塚
色
い
て
う
、

神
近
市
子
、
山
川
菊
栄
、
久
布

白
溶
実
6
d女
性
史
の
人
び
と
H

の
証
言
一
口
が
入
る
。
証
言
者
は
五

十
人
に
及
ぶ
V
ち
い
て
う
は
あ

の
激
し
い
文
章
か
ら
は
想
像
も

で
き
ぬ
静
か
な
人
で
声
も
小
さ

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
本

当
に
、
よ
く
聞
き
と
れ
な
い
よ

う
な
声
だ
。
ら
い
で
う
は
で
き

た
ば
か
り
の
日
本
女
子
大
の
大

学
と
い
う
名
(
現
実
に
は
専
門

学
校
な
の
だ
が
〉
に
あ
乙
が
れ

入
学
す
る
が
「
女
と
し
て
の
教

育
ば
か
り
で
人
間
と
し
て
の
教

育
が
な
い
の
に
失
望
」
、
そ
れ

が
「
青
鞘
」
を
作
る
動
機
と
な

る
V
松
岡
久
子
(
「
掃
人
之
友
」

記
者
)
は
小
学
生
の
時
養
女
に

や
ら
れ
勉
強
さ
せ
て
も
ら
-
え
な

い
の
を
悩
み
、
家
出
し
て
H
身

内
で
一
番
も
の
の
わ
か
る
叔

父
H

(

な
ん
と
、
こ
れ
が
津
田

梅
子
の
父
・
仙
)
に
直
訴
、
青

山
学
院
に
入
る
こ
と
に
成
功
す

る
。
女
に
学
問
は
い
ら
な
い
と

い
わ
れ
た
時
期
に
、
小
学
生
に

し
て
自
分
の
思
い
を
貫
き
通
し

た
明
治
の
女
の
土
性
骨
・

--
V己

の
番
組
を
構
成
し
た
林
小
枝
子

さ
ん
は
、
現
役
の
放
送
の
女
た

ち
に
「
戦
後
の
女
性
教
育
呂

を
作
っ
て
f
と
言
っ
て
い
た
。

完
全
に
平
等
な
教
育
の
機
会
を

か
ち
と
っ
た
戦
後
の
日
本
の
女

性
遣
が
、
先
輩
た
ち
の
苦
闘
と

思
い
を
き
ち
ん
と
受
け
と
め
て

い
る
の
か
と
恒
慌
た
る
思
い
に

か
ら
れ
た
合
「
女
子
教
育
き

は
4
月
3
日
か
ら
四
夜
連
続
で

N
H
K①
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」

の
中
で
放
送
さ
れ
る
。
放
送
は

午
前
日
時
ご
ろ
か
ら
。
ま
た
、

U
日
N
H
K衛
星
①
(
幻
時
l

n時
)
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
放
送
ウ
ー
マ
ン
の
初
年
」
が

放
送
さ
れ
る
。

八
度
め
の
年
お
ん
な

女
子
大
待
時
か
ら
治
ま
り
、

櫛
田
ふ
き

玲
当
ト
州
市
腕

蝉
圧
下
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
夫
の
急
逝
と
そ
の
後
の

苦
闘
、
素
晴
ら
し
い
人
々
と
の
出
会
い
と
別
れ
、

そ
し
て
今
な
お
平
和
へ
の
夢
に
挑
む
九
六
歳
の
年

お
ん
な
。
そ
の
ひ
た
む
き
な
生
き
方
を
綴
っ
た
エ

ッ
セ
イ
。
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幼
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H
の
こ
と
、
東
京
へ
の
出
奔
、
良
民
運
動
一

途
の
犬
と
の
出
会
い
や
結
婚
、
戦
時
中
の
弥
圧
、

四
人
の
子
育
て
、
夫
の
死
後
よ
う
や
く
筆
を
と
っ

た
名
作
『橋
の
な
い
川
』

平
等
社
会
の
夢
に
生
き

た
九
三
年
の
生
涯
を
、
初
め
て
娘
に
語
り
明
か
す

脇
役
誕
生

花
沢
徳
衛

間
六
色

職
人
と
刑
事
と
医
者
を
や
ら
せ
た

ら
右
に
で
る
者
の
い
な
い
、
あ
の

い
ぶ
し
銀
の
役
者
が
綴
る
反
骨
の

歳
月
。
生
活
感
が
潔
う
役
作
り
そ

の
ま
ま
に
、
た
く
ま
ざ
る
ユ
ー
モ

ア
が
、
人
生
模
様
を
染
め
て
ゆ
く
。

九
十
九
歳
の
恋
う
た

秋
山
ち
え
子
刊
誌
湾
諸
か
吟
M
M
詩
作
の

難
病
で
も
明
る
く
生
き
る
少
女
な
ど

「秋
山
ち
え

F
の
談
話
室
」
か
ら
生
れ

た
人
間
伐
歌
の
物
語
七
編
を
収
録
。
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ず
、
著
し
く
多
く
な
ら
ぬ
と
と
」
去
の
一
歴
史
を
考
え
る
と
と
は
、
川

山

川

川

だ

そ

う

で

す

o

「

海

の

白

」

は

重

箱

の

隅

で

は

な

い

」

と

い

い

川

川

酬

H

川

一

つ

の

月

に

傭

つ

て

な

い

以

外

宣

さ

れ

る

一

幕

も

あ

り

ま

し

山

川

酬

山

「

海

の

旦

Z
Eす
る

加

納

実

紀

代

さ

ん

の

「

も

っ

と

は

全

部

の

項

目

に

遵

モ

て

い

た

。

酬

今

年

は

「

ア

ジ

ア

・

太

平

津

ス

ト

Zrz、
「

敗

戦

印

周

年

酬

酬

川
法
改
正
が
、
2
月
お
自
の
拳
院
慎
重
に
」
と
い
う
意
見
が
出
、
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

会

田

誠

員

は

質

問

の

あ

と

席

川

戦

争

」

の

敗

戦

か

ち

閃

年

目

O

H

平

和

と

環

境

そ

し

て

ア

ジ

川

州

州
支
露
で
成
立
し
て
し
ま
い
ま
羽
田
の
T
E
S
T
V
「
サ
ン
デ
た
。
日
本
位
祝
日
は
ア
メ
リ
カ
室
立
ち
、
そ
の
あ
と
三
人
の
綿
乙
の
節
目
に
際
し
て
、
私
た
ち

7
東

芸

議
L

を

、

7

月

下

川

剛

一υ完
全

国

網

人

新

聞

の

報

道

!

?

ニ

ン

Z

で

も

と

り

あ

の

倍

で

今

で

も

多

い

し

、

戦

中

黒

質

問

主

主

語

品

自

身

の

来

し

方

を

闘

い

直

し

つ

星

開

催

し

た

い

と

考

え

て

お

川

川

:
腐
心
を
持
っ
た
私
は
公
白
、
宮
れ
、
乙
れ
で
少
し
論
議
が
の
記
念
日
の
ひ
き
つ
ぎ
を
ア
ジ
費
(
新
一
置
き
が
「
一
千
酬
つ
ア
ジ
ア
の
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
り
ま
す
。
賛
同
し
て
喜
る
団
川
書
回
日
本
女
性
放
華
航

老

人

ホ

ー

ム

、

川
参
院
に
霊
長
き
、
文
教
蚤
高
ま
る
と
喜
ん
で
い
た
色
、
衆
ア
各
国
が
な
ん
と
患
う
で
し
ょ
万
人
の
署
名
で
国
民
の
N

雪

山

l

ジ

を

送

る

た

め

、

大

き

く

広

体

・
個
人
富
感
、
書
委
託
談
会
賞
(
S
J
賞
)
は
、
結
成
山
神
声
の
民
間
襲
撃
人
ホ
1
す
。

川
員
会
の
だ
っ
た
1
時
間
少
々
の
院
内
閣
蚕
で
簡
単
に
可
決
さ
う
。
そ
れ
に
天
皇
家
中
心
の
祝
日
H
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
川
く
襲
霊
き
患
」
し
て
い
く
だ
請
し
て
下
さ
い
。
官
周
年
特
裂
を
秋
山
夏
子
宮
に
ボ
三
テ
ィ
ア
に
行
き
ま
と
ん
な
状
態
な
の
に
厚
生

川
審
議
で
、
決
っ
て
し
ま
っ
た
の
れ
、
習
に
衆
院
を
通
過
し
て
白
か
ら
国
民
の
祝
日
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
私
の
聞
い
た
と
品
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
o

過

千

里

付

委
員
会
は
、
却
さ
ん
(
「
T
B
S
ラ
ジ
オ
系
秋
川
し
た
。
震
災
で
建
物
の
一
部
が
|
|
li
l
l
i
t
--

川

に
篤
き
、
呆
れ
ま
し
た
。
国
民
し
ま
い
、
お
自
に
は
参
院
で
成
と
い
い
ま
す
が
、
建
国
記
念
日
円
五
時
の
日
を
知
っ

τい
る
も
の
川
去
か
ら
現
在
を
み
つ
め
、
人
々
日
同
日
時
鈎
話
よ
り
、
飯
田
福
山
山
ち
え
子
の
談
話
室
」
)
に
。
川
倒
纏
し
た
の
で
川
人
の
入
所
者
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こ
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て
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に
簡
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決
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ら
れ
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と
。
ェ
l
ッ
そ
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簡
単
(
戦
前
の
明
治
活
即
)
、
み
ど
り
デ
l
を
祝
日
に
し
よ
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い
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未
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た
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燐
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叫
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し
て
も
知
ら
な
い
の
が
現
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
会
団
長

酬

川

町

酬

ヵ

こ

と

は

大

変

な

と

と

だ

と

恩

つ

酬

そ

の

た

め

ア

ジ

ア

か

ら

も

ゲ

盤

号

室

。

酬

川

ま

せ

ん

。

菜

、

襲

撃

人

ホ

l

旧

に

皇

隊

は

問

題

」

と

い

つ

の

で

あ

っ

て

、

人

を

害

出

す

r帆で
す
。
2
月
習
の
一
朝
日
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議
員
(
社
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の
賀
県
警
つ

側

尉

伽

吻

ていむたの定に」コ。な草ぜ「昆海ψγγ?===一芸童言==言=一喜三三三霊Eii
一=量言言-霊言E至三言=三=一圭霊=三=-霊=三=三-三三言E=喜霊E=至言-至三圭三=E=-三三三三三圭三三=三=一芸三Zi一E三至圭=z=-霊言三童=三=z一圭三三=-三三三EEi一=三三言E竺三芸三三=三三Eii=三言ZE=言EE
一喜
言
三
霊
三
三
=
三
=
E
一
三
一
一
三
三
=
一
三
=
-
E
=
三
=
一
言
=
=
E
=
一
三
重
=
-
z
z
F
Z
E
E
-
2
2
2
2
=
=
=
=
州
ム
は
介
護
介
助
を
必
事
と
し
な
た
こ
と
が
よ
く
載
っ
て
い
ま
安
琢
危
険
な
作
事
、
富

川

Z
K女性
史
研
究
者

・

て
い
ま
し
弓

幽

個

V
2し
ま

こ

ん

な

こ

電

気

村

選

、

可

野

副

総

理

あ

て

(

四

議

前

)

ご

白

書

同

会

事

務

局

・
友
喜
子
、
川
い
人
が
入
る
の
で
す
が
、
現
実
す
o
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
程
せ
作
業
等
に
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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山

抗

告

立

淵

五

刊

誌

伊

勢

s

言

語

片

足

立

週

刊

誌

語

辞

主

義

言

明

言

語

二

日

」

関

西

の

女

子

学

生

た

ち

か

調

宣

」

一

日

明

日

詩

型

観

で

お

わ

諮

問

明

コ

ン

セ

川

精

一

一

洋

諸

信

託

目

立

当

日

F

M

F

長
崎
県
立
話
l
l
luuuul

亙

富

君

主

た

ち

の

二

日

は

管

い

お

で

し

宗

で

役

に

立

っ

て

u

i

J

っ

く

p

i

7

月

罷

幽

日

1

時

間

余

で

も

つ

持

層

:

お

〕

重

?
t一
国

議

員

三

ア

ジ

ア

m

カ

園

の

奈

川

れ

室

長

i票
か

a
1
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L
4
5司
書
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一川
一七
ι
U
A
巧
は
何
時
吋
品
目
註
郡
山
m
m
A
J
Pミ
で

喜

一

諮

問

齢

制

作

ι

開

限

四

郎

駐

日

ベ
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日

刊

誌

川

正

そ

諮

問

緯

ド

持

来

日

γ
刊

誌

[
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柚暢蜘

る弁瞳士

民
間
基
金
構
想
に
N
o
f

ーソウJレー

安寿~ ./'、来斤匹靭

と
語
る
。

昭

臼

に

デ

モ

を

待

っ

て

お

り

こ

る

。

に

さ

ま

ざ

ま

な

考
え
が
あ
っ
た

二
十
八
日
に

出

た

安

哀

織

の

目

が

百

五

十

五

回

目

の

デ

戦

後

補

償

弁

綬

士

た

ち

が

ほ

ぼ

一

致

、

n
被

文
は
、
民
間
革
杢
熊
に
対
白
日
モ
。
日
本
か

ら

の

参

加

省

で

ア

に

関

し

て

、

智

者

個

人

に

対

す

る

謝

罪

と

直

本

政

府

は

犯

罪

の

事

実

を

認

め

ピ

l

ル

警

言

し

た

さ

き

ょ

う

の

政

府

は

賠

償

僚

の

補

償

が

不

可

欠

。

と

い

う

な

い

金

は

い

ろ

な

い

と

決

意

を

ず

、

法

的

費

任

を

回

避

し

た

不

会

の

大

賀

美

弥

子

さ

ん

は

、

同

問

題

は

サ

ン

立

場

で

、

ド

イ

ツ

や

ア

メ

リ

カ

示

し

た

。

日

本

参

加

者

の

窓

口

道

徳

か

つ

欺

踊

的

な

も

の

』

と

会

も

毎

水

曜

、

池

袋

で

デ

モ

を

フ

ラ

ン

シ

ス

の

戦

後

責

任

補

償

の

立

法

例

等

役

を

つ

弁

あ

た

日

本

軍

「

慰

安

糾

弾

、

撤

回

を

求

め

、

日

本

が

し

て

い

る

こ

と

を

語

り

拍

手

を

酌

コ

条

約

と

ニ

も

参

考

に

し

た

。

婦
」
問
題
作
動
末
γ
ト

ワ

l

ク

国

会

決

携

を

通

し

た

謝

罪

、

戦

あ

び

た

。

大

賞

さ

ん

は

「

民

間

輝

国

間

協

定

で

「

戦

後

補

償

立

法

を

準

備

す

事

務

局

の

山

口

明

子

さ

ん

は

争

反

対

決

議

、

補

償

特

別

法

制

接

杢

は

当

事

者

の

名

誉

を

踏

み

均

決

着

し

た

、

る

持

越

士

の

会

」

で

は

、

今

後

「
ポ
ラ
ス
さ
ん
は
タ
ガ
ロ
グ
一
語
定
を
行
う
ょ
っ
喪
求
、
日
本
の
に
じ
る
も
の
で
あ
る
ば
か
り
円
個
人
の
賠
償
こ
の
猷
案
を
叩
き
台
に
被
害
者

で
話
し
た
が
、
思
後
に
英
語
で
良
心
的
な
市
民
と
の
一
連
帯
を
強
か
、
私
た
ち
日
本
人
自
身
を
お
ん
引
に
は
応
じ
ち
団
陣
、
運
動
団
体
等
で
射
線
し

は
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
の
侮
チ
ャ
リ
テ
ィ

・
マ

ネ

l

ノ

め

る

と

宣

言

し

て

い

る

。

と

し

め

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

た

れ

な

い

と

の

て

も

ら

い

試

案

を

つ

く

り

、

さ

辱
を
感
じ
た
。
日
本
政
府
の
費
1
f

と

叫

ん

だ

。

被

筈

者

た

最

後

の

三

月

一

日

は

日

本

大

痛

感

し

た

。

ハ

ル

モ

ニ

た

ち

の

態

度

を

固

執

、

ら

に

実

現

に

向

。

て

(

立

法

任
で
個
人
補
償
を
す
べ
き
だ
。
ち
は
貧
し
く
て
も
締
り
を
持
つ
使
館
前
で
集
会
が
開
か
れ
た
o
求
め
て
い
る
の
は
金
で
な
く
「
元
堅
安
婦
」
化
)
、
運
動
体
亭
結
成
で
き
れ

民
間
基
金
の
話
砕
持
っ
て
こ
ち
で
生
き
て
い
る
。
名
誉
の
回
復
こ
の
臼
は
韓
国
の
=
一・
一記
念
〈
尊
厳
の
回
忽
だ
。
こ
れ
を
さ
、
救
済
の
緊
急
性
な
ど
和
紙
に
対
し
て
の
み
民
間
基
金
で
見
ば

ー
と
言
っ
て
い
る
。

れ
た
と
き
、
私
た
ち
の
中
に
も
を
し
た
い
と
い
う
彼
女
た
ち
の
日
で
あ
り
水
昭
だ
っ
た
。
韓
国
理
解
で
き
な
り
れ
ば
伺
の
解
決
案
し
、
手
続
き
の
済
ん
だ
も
の
舞
い
を
す
る
と
の
案
を
出
し
た

寝
瓦
は
あ
っ
た
。
し
か
し
話
し
思
い
を
わ
か
ら
な
け
れ
ば
e
」
の
挺
対
協
の
人
び
と
は
、
毎
水
も
な
い
」
と
一
語
っ
て
い
た
。
か
ら
一
順
次
支
給
す
る
、
と
い
う
が
内
外
の
激
し
い
批
判
安
合
ぴ
三
月
十
七
日
東
京
で

あ

っ

た

結

果

、

こ

ん

な

金

は

究

も

の

。

け

て
い
る
。

反
対
と
怒
り
の
集
会

計

百

訴

訟

「

戦

後

補

償

法

」

案

を

提

案

後

医

院

詰

刊

誌

五

区

関

説

ド

元

「

従

軍

慰

安

婦

」

言

わ
せ
て
語
っ
た
。
韓

国

の

「

元

連

絡

協

職

金

・

戦

後

補

償

立

法

「

女

性

に

対

す

る

思

カ

』

特

別

問

慈

蚕

に

反

対

す

る

民

間

団

体

慰
安
婦
」
の
人
は
、
意
見
を
い
い

弁

護

士

が

大

同

団

結

し

て

を
議
す
る
弁
護
士
の
会
連
書
票
、
費
北
朝
鮮
を
は
二
一
斉
十
七
日
十
八
時
、
東

て
い
る

2
D怒
り

で

プ

ル

ブ

ノ

長

・
今
村
嗣
夫
弁
護
士
)
。
調
査
後
、
日
本
に
来
る
こ
と
に
京
車
夜
会
館
ホ
l
ル
安
集
会
の

ふ
る
え
出
し
、
回
り
の
人
に
抱
戦
後
補
償
問
題
に
関
わ
っ
て
為
に
よ
的
被
害
を
う
け
た
外
国
の
ほ
か
、
民
間
の
拠
出
金
も
認
同
会
は
、
外
国
人
の
戦
後
補
償
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
が
の
ち
〈
劃
擁
と
補
償
な
き
結
著

き
か
か
え
ち
れ
る
人
も
い
た
。

い
る
井
越
士
た
ち
が
大
同
団
人
個
人
に
対
し
、
謝
罪
の
補
償
め
る
。
業
務
遂
行
に
は
当
駿
国
訴
訟
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
こ
民
間
基
金
の
事
務
局
に
想
定
レ
を
許
す
な
V

と
デ
モ
を
行
う
。

韓
国
の
元
厄
安
婦
」
に
は
結
、
政
府
の
「
民
間
募
金
実
」
金
を
支
給
す
る
。
形
体
と
し
て
の
N
G
O
の
参
加
を
募
る
。

十

二

の
弁
護
団
の
連
絡
会
で
、
て
い
た
日
本
赤
享
子
社
も
、
受
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
在
日
の

政
府
か
ち
も
生
活
補
助
の
金
が
に
代
わ
る
築
を
発
表
し
た
。
は
東
京
に
第
三
者
機
関
の
「
本
支
給
金
は
、
非
人
道
行
為
の
昨
夏
か
ら
補
償
問
題
に
つ
い
て
け
入
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
が
伝
被
害
者
か
ら
の
訴
え
な
ど
あ

あ
り
、
民
間
の
カ
ン
パ
も
あ
る
。
同
案
の
概
要
は
「
外
国
人
戦
部
基
金
」
を
百
き
、
資
変
意
類
型
に
応
じ
て
金
額
を
定
め
、
研
究
、
検
射
を
ε甘
い
、
乙
の
ほ
え
ら
れ
て
い
る
。

り

、

デ
モ
出
発
は
十
九
時
半
ご

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
は
ま
だ
殆
後
補
償
法
」
を
作
り
、
第
三
次
日
本
政
府
が
拠
出
す
る
。
支
給
は
、
各
国
支
部
基
金
が
梢
ど
猷
案
に
至
っ
た
o
こ
の
試
案
政
府
案
が
、
八
左
手
詰
ま
り
ろ
。
参
加
賀
七
百
円
。
連
絡
先

ど
援
助
態
勢
は
な
い
。
蓄
の
世
界
大
戦
中
に
目
本
政
府
が
行
当
骸
の
外
国
各
国
に
支
部
基
著
受
り
、
裁
定
の
う
え
脂
求
に
は
二
十
二
弁
護
団
。
毒
、
な
中
で
こ
の
試
案
が
出
た
わ
け
3
・
げ
集
会
実
行
委
宮
閃
・
3

不
安
も
あ
る
中
で
、
筋
の
通
ろ
っ
た
非
人
道
の
国
際
法
違
反
行
金
を
お
く
。
本
部
か
ら
の
基
金
者
に
支
益
9
る
。
被
害
の
大
き
二
十
の
弁
護
団
が
質
問
し
て
い
で
、
補
償
問
題
の
解
決
の
た
め
2
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7
・
n
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塞
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世
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あ

の

倍

で

今

で

も

多

い

し

、

戦

中

黒

質

問

主

主

語

品

自

身

の

来

し

方

を

闘

い

直

し

つ

星

開

催

し

た

い

と

考

え

て

お

川

川

:
腐
心
を
持
っ
た
私
は
公
白
、
宮
れ
、
乙
れ
で
少
し
論
議
が
の
記
念
日
の
ひ
き
つ
ぎ
を
ア
ジ
費
(
新
一
置
き
が
「
一
千
酬
つ
ア
ジ
ア
の
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
り
ま
す
。
賛
同
し
て
喜
る
団
川
書
回
日
本
女
性
放
華
航

老

人

ホ

ー

ム

、

川
参
院
に
霊
長
き
、
文
教
蚤
高
ま
る
と
喜
ん
で
い
た
色
、
衆
ア
各
国
が
な
ん
と
患
う
で
し
ょ
万
人
の
署
名
で
国
民
の
N

雪

山

l

ジ

を

送

る

た

め

、

大

き

く

広

体

・
個
人
富
感
、
書
委
託
談
会
賞
(
S
J
賞
)
は
、
結
成
山
神
声
の
民
間
襲
撃
人
ホ
1
す
。

川
員
会
の
だ
っ
た
1
時
間
少
々
の
院
内
閣
蚕
で
簡
単
に
可
決
さ
う
。
そ
れ
に
天
皇
家
中
心
の
祝
日
H
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
川
く
襲
霊
き
患
」
し
て
い
く
だ
請
し
て
下
さ
い
。
官
周
年
特
裂
を
秋
山
夏
子
宮
に
ボ
三
テ
ィ
ア
に
行
き
ま
と
ん
な
状
態
な
の
に
厚
生

川
審
議
で
、
決
っ
て
し
ま
っ
た
の
れ
、
習
に
衆
院
を
通
過
し
て
白
か
ら
国
民
の
祝
日
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
私
の
聞
い
た
と
品
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
o

過

千

里

付

委
員
会
は
、
却
さ
ん
(
「
T
B
S
ラ
ジ
オ
系
秋
川
し
た
。
震
災
で
建
物
の
一
部
が
|
|
li
l
l
i
t
--

川

に
篤
き
、
呆
れ
ま
し
た
。
国
民
し
ま
い
、
お
自
に
は
参
院
で
成
と
い
い
ま
す
が
、
建
国
記
念
日
円
五
時
の
日
を
知
っ

τい
る
も
の
川
去
か
ら
現
在
を
み
つ
め
、
人
々
日
同
日
時
鈎
話
よ
り
、
飯
田
福
山
山
ち
え
子
の
談
話
室
」
)
に
。
川
倒
纏
し
た
の
で
川
人
の
入
所
者

i

i

j

川
こ
ぞ
っ
て
一
雪
日
が
、
と
ん
な
立
の
予
一
定
さ
れ
で
H
決
ま

P
は

い

う

に

及

ば

ず

、

文

化

の

白

星

も

い

な

い

旨

い

い

y

l

山

の

「

平

和

と

警

の

た

め

の

、

会

館

(

J
R
飯
田
橋
駅
西
口
下
山
S
J
賞
は
橋
本
佳
子
宮
え
(
ド
ザ
っ
ち
霊
自
立
し
て
い
る
げ

災

害

の

専

門

救

助

隊

を

川
に
簡
単
に
決
め
ら
れ
て
い
い
の
だ
と
。
ェ
l
ッ
そ
ん
な
に
簡
単
(
戦
前
の
明
治
活
即
)
、
み
ど
り
デ
l
を
祝
日
に
し
よ
う
と
い
う
川
そ
し
て
未
来
に
向
。
た
「
ア
ジ
車
l
分
。
嘗
察
病
院
の
燐
り
〉
0
川
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
1
制
作
者
)
、
川
人
を
他
県
へ
、
3
人
を
親
戚
宅

4
1

4

1

4

一
一
l
i
t
-
-
J
1
1

山
か
と
い
う
詰
と
怒
り
で
私
に
o
と
あ
わ
て
て
参
院
に
か

目

1

霊

が

何

E

た

の

に

、

品

ア

と

の

共

生

の

た

め

の

論

機

慎

重

せ

Eフ
ォ
l
川
県
震
の
り
子
さ
ん
(
リ
ポ
l
恒
産
さ
芸
し
た
が
、
あ
と

多

く

の

警

察

官

ら

が

、

豊

刀

死

川
の
頭
は
破
裂
し
そ
う
で
す
。
け
つ
立
ま
し
た
。

酬

岨

佃

重
に
と
い

2と
で
実
現
レ
て
川
を
、
今
、
ま
き
琴
」
し
た
い
と
-
Z
2
1
i
君
-
i
3
川
タ
l
)
に
悶
る
と
と
が
決
っ
た
。
川
の
人
(
介
護
の
い
る
人
、
痴
呆

川
「
海
の
日
」
と
い
っ
て
童
参
院
で
は
文
教
警
護
し

幽

脇

l

い

R

O

E

-

日

ふ

や

す

川

思

い

ま

す

0

4

2

4

i

a

E

一

か

川

3

白

授

賞

式

が

行

わ

れ

弓

酬

の

出

た

人

)

持

き

場

が

あ

り

全

国

Z聞
に
「
議
に
や
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

川
田
山
町
叫
邑
田
問
問
、
a

H

川

川

酬
に
話
し
て
も
知
ら
な
い
の
が
現
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
会
団
長

酬

川

町

酬

ヵ

こ

と

は

大

変

な

と

と

だ

と

恩

つ

酬

そ

の

た

め

ア

ジ

ア

か

ら

も

ゲ

盤

号

室

。

酬

川

ま

せ

ん

。

菜

、

襲

撃

人

ホ

l

旧

に

皇

隊

は

問

題

」

と

い

つ

の

で

あ

っ

て

、

人

を

害

出

す

r帆で
す
。
2
月
習
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と
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安
琢
危
険
な
作
事
、
富

川

Z
K女性
史
研
究
者

・

て
い
ま
し
弓

幽

個

V
2し
ま

こ

ん

な

こ

電

気

村

選

、

可

野

副

総

理

あ

て

(

四

議

前

)

ご

白

書

同

会

事

務

局

・
友
喜
子
、
川
い
人
が
入
る
の
で
す
が
、
現
実
す
o
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
程
せ
作
業
等
に
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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山

抗

告

立

淵

五

刊

誌

伊

勢

s

言

語

片

足

立

週

刊

誌

語

辞

主

義

言

明

言

語

二

日

」

関

西

の

女

子

学

生

た

ち

か

調

宣

」

一

日

明

日

詩

型

観

で

お

わ

諮

問

明

コ

ン

セ

川

精

一

一

洋

諸

信

託

目

立

当

日

F

M

F

長
崎
県
立
話
l
l
luuuul

亙

富

君

主

た

ち

の

二

日

は

管

い

お

で

し

宗

で

役

に

立

っ

て

u

i

J

っ

く

p

i

7

月

罷

幽

日

1

時

間

余

で

も

つ

持

層

:

お

〕

重

?
t一
国

議

員

三

ア

ジ

ア

m

カ

園

の

奈

川

れ

室

長

i票
か

a
1
1
L
4
5司
書

0

.
J

一川
一七
ι
U
A
巧
は
何
時
吋
品
目
註
郡
山
m
m
A
J
Pミ
で

喜

一

諮

問

齢

制

作

ι

開

限

四

郎

駐

日

ベ

(

日

刊

誌

川

正

そ

諮

問

緯

ド

持

来

日

γ
刊

誌

[

(2 ) 

柚暢蜘

る弁瞳士

民
間
基
金
構
想
に
N
o
f

ーソウJレー

安寿~ ./'、来斤匹靭

と
語
る
。

昭

臼

に

デ

モ

を

待

っ

て

お

り

こ

る

。

に

さ

ま

ざ

ま

な

考
え
が
あ
っ
た

二
十
八
日
に

出

た

安

哀

織

の

目

が

百

五

十

五

回

目

の

デ

戦

後

補

償

弁

綬

士

た

ち

が

ほ

ぼ

一

致

、

n
被

文
は
、
民
間
革
杢
熊
に
対
白
日
モ
。
日
本
か

ら

の

参

加

省

で

ア

に

関

し

て

、

智

者

個

人

に

対

す

る

謝

罪

と

直

本

政

府

は

犯

罪

の

事

実

を

認

め

ピ

l

ル

警

言

し

た

さ

き

ょ

う

の

政

府

は

賠

償

僚

の

補

償

が

不

可

欠

。

と

い

う

な

い

金

は

い

ろ

な

い

と

決

意

を

ず

、

法

的

費

任

を

回

避

し

た

不

会

の

大

賀

美

弥

子

さ

ん

は

、

同

問

題

は

サ

ン

立

場

で

、

ド

イ

ツ

や

ア

メ

リ

カ

示

し

た

。

日

本

参

加

者

の

窓

口

道

徳

か

つ

欺

踊

的

な

も

の

』

と

会

も

毎

水

曜

、

池

袋

で

デ

モ

を

フ

ラ

ン

シ

ス

の

戦

後

責

任

補

償

の

立

法

例

等

役

を

つ

弁

あ

た

日

本

軍

「

慰

安

糾

弾

、

撤

回

を

求

め

、

日

本

が

し

て

い

る

こ

と

を

語

り

拍

手

を

酌

コ

条

約

と

ニ

も

参

考

に

し

た

。

婦
」
問
題
作
動
末
γ
ト

ワ

l

ク

国

会

決

携

を

通

し

た

謝

罪

、

戦

あ

び

た

。

大

賞

さ

ん

は

「

民

間

輝

国

間

協

定

で

「

戦

後

補

償

立

法

を

準

備

す

事

務

局

の

山

口

明

子

さ

ん

は

争

反

対

決

議

、

補

償

特

別

法

制

接

杢

は

当

事

者

の

名

誉

を

踏

み

均

決

着

し

た

、

る

持

越

士

の

会

」

で

は

、

今

後

「
ポ
ラ
ス
さ
ん
は
タ
ガ
ロ
グ
一
語
定
を
行
う
ょ
っ
喪
求
、
日
本
の
に
じ
る
も
の
で
あ
る
ば
か
り
円
個
人
の
賠
償
こ
の
猷
案
を
叩
き
台
に
被
害
者

で
話
し
た
が
、
思
後
に
英
語
で
良
心
的
な
市
民
と
の
一
連
帯
を
強
か
、
私
た
ち
日
本
人
自
身
を
お
ん
引
に
は
応
じ
ち
団
陣
、
運
動
団
体
等
で
射
線
し

は
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
の
侮
チ
ャ
リ
テ
ィ

・
マ

ネ

l

ノ

め

る

と

宣

言

し

て

い

る

。

と

し

め

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

た

れ

な

い

と

の

て

も

ら

い

試

案

を

つ

く

り

、

さ

辱
を
感
じ
た
。
日
本
政
府
の
費
1
f

と

叫

ん

だ

。

被

筈

者

た

最

後

の

三

月

一

日

は

日

本

大

痛

感

し

た

。

ハ

ル

モ

ニ

た

ち

の

態

度

を

固

執

、

ら

に

実

現

に

向

。

て

(

立

法

任
で
個
人
補
償
を
す
べ
き
だ
。
ち
は
貧
し
く
て
も
締
り
を
持
つ
使
館
前
で
集
会
が
開
か
れ
た
o
求
め
て
い
る
の
は
金
で
な
く
「
元
堅
安
婦
」
化
)
、
運
動
体
亭
結
成
で
き
れ

民
間
基
金
の
話
砕
持
っ
て
こ
ち
で
生
き
て
い
る
。
名
誉
の
回
復
こ
の
臼
は
韓
国
の
=
一・
一記
念
〈
尊
厳
の
回
忽
だ
。
こ
れ
を
さ
、
救
済
の
緊
急
性
な
ど
和
紙
に
対
し
て
の
み
民
間
基
金
で
見
ば

ー
と
言
っ
て
い
る
。

れ
た
と
き
、
私
た
ち
の
中
に
も
を
し
た
い
と
い
う
彼
女
た
ち
の
日
で
あ
り
水
昭
だ
っ
た
。
韓
国
理
解
で
き
な
り
れ
ば
伺
の
解
決
案
し
、
手
続
き
の
済
ん
だ
も
の
舞
い
を
す
る
と
の
案
を
出
し
た

寝
瓦
は
あ
っ
た
。
し
か
し
話
し
思
い
を
わ
か
ら
な
け
れ
ば
e
」
の
挺
対
協
の
人
び
と
は
、
毎
水
も
な
い
」
と
一
語
っ
て
い
た
。
か
ら
一
順
次
支
給
す
る
、
と
い
う
が
内
外
の
激
し
い
批
判
安
合
ぴ
三
月
十
七
日
東
京
で

あ

っ

た

結

果

、

こ

ん

な

金

は

究

も

の

。

け

て
い
る
。

反
対
と
怒
り
の
集
会

計

百

訴

訟

「

戦

後

補

償

法

」

案

を

提

案

後

医

院

詰

刊

誌

五

区

関

説

ド

元

「

従

軍

慰

安

婦

」

言

わ
せ
て
語
っ
た
。
韓

国

の

「

元

連

絡

協

職

金

・

戦

後

補

償

立

法

「

女

性

に

対

す

る

思

カ

』

特

別

問

慈

蚕

に

反

対

す

る

民

間

団

体

慰
安
婦
」
の
人
は
、
意
見
を
い
い

弁

護

士

が

大

同

団

結

し

て

を
議
す
る
弁
護
士
の
会
連
書
票
、
費
北
朝
鮮
を
は
二
一
斉
十
七
日
十
八
時
、
東

て
い
る

2
D怒
り

で

プ

ル

ブ

ノ

長

・
今
村
嗣
夫
弁
護
士
)
。
調
査
後
、
日
本
に
来
る
こ
と
に
京
車
夜
会
館
ホ
l
ル
安
集
会
の

ふ
る
え
出
し
、
回
り
の
人
に
抱
戦
後
補
償
問
題
に
関
わ
っ
て
為
に
よ
的
被
害
を
う
け
た
外
国
の
ほ
か
、
民
間
の
拠
出
金
も
認
同
会
は
、
外
国
人
の
戦
後
補
償
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
が
の
ち
〈
劃
擁
と
補
償
な
き
結
著

き
か
か
え
ち
れ
る
人
も
い
た
。

い
る
井
越
士
た
ち
が
大
同
団
人
個
人
に
対
し
、
謝
罪
の
補
償
め
る
。
業
務
遂
行
に
は
当
駿
国
訴
訟
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
こ
民
間
基
金
の
事
務
局
に
想
定
レ
を
許
す
な
V

と
デ
モ
を
行
う
。

韓
国
の
元
厄
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楽ちん。

時代に素直立スクリユ キャ γプ 飲み残したら.冷蔵庫に入れて、またの日にワイン

のいいところは全部残して、とっつきにくいところは全部なくしちゃおう、というのが

つまりデリカメゾンなんですね

?軒、?脅

、司加・一~ 1 ~ 

守守~

伊

良いワインは、

サ記h習でbから、ト

サントリ

デリカ
-

も
壊
れ
た
消
防
団
員
や
笹
察
官

が
多
数
過
労
死
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
曹
な
ど
の
自
然
災
害

は
毎
年
起
こ
っ
て
い
る
の
に
、

昨
年
暮
に
T
V
で
外
国
の
地
震

救
援
犬
が
紹
介
さ
れ
た
時
、
な

ぜ
日
本
で
養
成
し
て
と
な
か
っ

た
の
か
と
思
い
ま
し
た
o
H
自

然
災
害
M

に
は
専
門
の
職
業
救

助
隊
を
お
い
て
お
く
方
が
よ
い

と
思
い
ま
す
。
安
東
尚
契

(京

都
府
八
幡
市
)

編
集
部
寸
b

地
震
関
係
の

記
事
、
安
-
の
中
で
自
衛
隊
の

出
動
を
問
題
に
し
た
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
衛
隊
は
救
助
の

専
門
家
で
な
い
(
戦
闘
の
専
門

家
)
。
む
し
ろ
こ
の
際
、
自
衛

隊
で
な
く
て
、
災
害
の
専
門
隊

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

ば
か
り
で
、
安
東
さ
ん
と
同
趣

旨
乏
患
い
ま
す
。

国
か
ら
の
救
助
早
急
に

時十日刊
1
思
齢
日
H一

霊
場
の
な
く
な
っ
た
老
人
の
保

酸
依
頼
が
来
て
も
断
わ
A
ざ
る

を
え
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

音
羽
万
里
子

(
埼
玉
県
)

パ
ン
ク
寸
前

噌
汁
、
煮
物
、
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
入
れ
た
汁
物
な
ど
が
寓
ば
れ

た
。
避
難
所
に
い
る
人
だ
け
で

な
く
、
足
で
歩
い
て
情
報
を
集

め
、
私
般
滋
難
所
に
い
る
人
、

在
宰
あ
人
で
、
高
齢
、
障
害
者
、

易
体
を
乙
わ
し
て
い
る
人
の
も

と
へ
届
け
、
喜
ば
れ
た
。

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
畿
も

現
在
も
、
む
つ
み
会
中
心
に
l

日
約
別
食
の
一提
供
が
つ
づ
い
て

い
る
o
E
は
ん
は
神
戸
市
か
ら

お
に
ぎ
り
等
が
出
て
い
る
の

で
、
お
か
ず
、
汁
物
中
山
吉
必

要
が
あ
る
限
り
、
当
分
つ
づ
け

る
と
い
う
。

， 
b判干子 J 

簡単・長持ち・3週間。目立ち始めた白髪をすっきりかくしま京

ホ'膏ンを押せI!.坦が出るブラツンン'fするだけで簡単に染めることがてきます

フェミニシヘ~ニキrr~オーム

e7オムヲイプだから液ダレしません

・3週間の着色持続力だから効果カ、長持ちしまれ

・たっぷり4自分使えるおトクな容量です。

・染毛促進晶色落ち防止成分配合だから1回のご使用でOKo

・たっぷりの泡でムラ立〈染め上がります。

・パyチテストが不要でかぶれやすい方も安心して使えます。

議察局ー葵医化経品広スパでお求めくたδい



や
り
た
い
こ
と
を
や
る
、
だ
。

魚
柄
さ
ん
の
目
を
聞
か
せ
た
の

は
母
親
。
母
は
夏
、
熱
い
か
ら

と
家
の
板
壁
を
打
ち
抜
い
て
窓

を
作
っ
た
。
風
が
通
り
諒
し
か

っ
た
が
、
貧
し
い
た
め
ガ
ラ
ス

一
戸
は
無
し
。
雨
の
臼
や
冬
は
ど

う
す
る
の
か
、
心
配
し
て
い
た

ら
、
夏
が
終
わ
っ
た
ち
ビ
ニ
ー

ル
や
板
で
見
事
に
覆
っ
た
。
魚

柄
さ
ん
の
窓
に
対
す
る
概
念
は

崩
れ
、
そ
の
時
以
来
、
常
軌
を

逸
し
た
生
き
方
が
続
い
て
い
る

と
い
う
。

世
界
的
言
語
学
者

・
大
学
教

授
の
鈴
木
さ
ん
が
実
践
し
て
い

る
の
は
「
で
き
る
だ
け
少
な
い

エ
永
ル
ギ
!
と
物
質
の
消
費
で

い
か
に
最
大
の
幸
福
、
楽
し
い

人
生
を
送
る
か
」
と
い
う
と
と
。

拾
う
、
も
-
ろ
う
、
捨
て
な
い
生

活
|
|
資
源
と
し
て
の
物
は
大

切
に
す
る
が
、
人
閣
の
価
値
を

物
で
測
る
な
、
物
か
ら
目
を
離

せ
と
い
っ
王
張
を
『
人
に
は
ど

れ
だ
り
の
も
の
が
必
要
か
』
(飛

鳥
新
社
)
と
い
う
本
に
ま
と
め

た
。三
人
が
言
う
の
は
、
人
は
そ

れ
ぞ
れ
独
創
的
な
考
え
方
、
生

き
方
が
で
き
る
の
に
、
学
ぶ
乙

と
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
、
自
分

の
回
を
失
う
。
い
わ
ゆ
る
画
一

的
な
人
閣
の
集
ま
り
が
で
き

る
。
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
。
自

然
や
環
境
問
題
も
他
人
の
考
、
え

に
頼
ら
ず
自
分
の
日
と
頭
で
考

え
、
取
り
組
め
と
い
う
の
だ
。

(4) 

体
を
通
し
環
境
を
考
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
マ

ス
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
水
で

は
育
た
な
い
こ
と
も
、

H

環

境
派
H

の
か
っ
さ
い
を
得
て

い
る
。
リ
オ
州
で
マ
ス
飼
育
を
始

め
た
の
は
、
サ
ン
ジ
ョ
ン
農

場
ホ
テ
ル
の
持
主
で
あ
る
ホ

ー
ス
ト

・
ガ
リ
ッ
ベ
(
ド
イ

ツ
系
)
で
あ
る
。
四
十
年
前
、

マ
ス
の
卵
巣
を
輸
入
し
、
マ

カ
エ
・
デ
・
シ
マ
川
で
飼
育

を
は
じ
め
た
。

「
当
時
は
誰

も
食
べ
な
か
っ
た
し
、
マ
ス

の
名
前
さ
え
知
ち
な
い
人
が

い
ま
し
た
よ
」
。
も
ち
ろ
ん
、

マ
ス
飼
育
が
商
売
に
な
る
と

は
夢
に
も
思
わ
ず
、
「
ホ
テ

ル
の
客
に
、
一
皿
珍
し
い
一

品
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
か

ら
で
す
よ
」

。

今
は
リ
オ
州
最
大
の
飼
育

者
で
、
十
五
の
貯
水
池
で
月

に
三
万
ト
ン
も
生
産
し
て
い

る
。
面
白
い
の
は
、
彼
は
マ

ス
が
大
好
き
だ
が
、
自
分
の

飼
育
し
た
マ
ス
は

u
可
哀
相

で
が
食
べ
ら
れ
ず
、
友
人
の

生
産
し
た
マ
ス
を
μ
や
っ
と

食
べ
る
H

の
だ
そ
う
だ
。

(
斉
藤
実
代
子
)

現
在
一
キ
ロ
四
ド
ル
か
ら
六
ド

ル

(U
Sド
ル
)
と
い
う
小

売
り
値
も
下
げ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。

マ
ス
は
栄
養
が
あ
る
つ
え

に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
少

さ
せ
る
成
分
が
あ
り
、
マ
ス

を
常
食
と
す
る
エ
ス
キ
モ
ー

は
心
臓
病
が
少
な
い
と
い
う

の
も
、
愚
近
の
人
気
の
原
因

ブ

ラ
ジ
ル
の
挙
③

農
文
協
の
第
九
回
研
究
会
か
ら
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〈金曜日〉

ブ
ラ
ジ
ル
の
軽
食
喫
茶
に

グ
ト
ル
ッ
タ
・
サ
ラ
ダ
人
マ

ス
の
サ
ラ
ダ
)
が
現
わ
れ
る

の
も
間
近
か
で
は
な
い
か

ー
ー
と
思
う
ほ
ど
、
乙
の
と

乙
ろ
、
マ
ス
(
ベ
ニ
マ
ス
)

は
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
食
生
活
に

大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
始

め
て
い
る
。
数
年
前
乙
ろ
は

乙
の
魚
を
食
べ
る
の
は
ご
く

限
ら
れ
て
い
た
の
が
l
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
マ
ス
は
生

肉
を
調
理
し
て
食
べ
る
ほ
か

冷
凍
、
嬬
製
、
ハ
ム
に
も
す

る
し
卵
巣
も
お
い
し
い
O
N
黄

金
色
の
キ
ャ
ビ
ア
が
と
し
て

食
べ
る
。

も
と
も
と
北
米
の
川
の
淡

水
魚
だ
っ
た
マ
ス
を
、
公
害

の
な
い
水
、
一
千
肘
の
高
度

の
冷
た
い
水
と
い
う
マ
ス
繁

殖
に
絶
好
の
条
件
を
も
っ
リ

オ
州
の
貯
水
池
で
飼
育
し
始

め
た
の
だ
。
こ
の
三
年
間
、

マ
ス
の
繁
殖
は
良
好
で
、
リ

オ
州
は
マ
ス
の
生
産
に
懸
命

だ
。一
九
九
三
年
は
、
六
、
七

月
の
産
卵
時
期
の
温
度
が
低

か
っ
た
の
で
生
産
大
好
調
。

指
紋
や
フ
キ
ン
の
あ
と
が
残
ら
怠
い
か
ら
、
コ
ッ
プ
が
ピ
カ
ピ
カ
に
。

1995年 3月 10E3 

~1f~ 

ミ
マ
セ
、
〆
、
な
ん
で
も
μ
や
っ

ぱ
り
ρ

を
つ
り
る
。
若
い
人
の

口
ぐ
せ
で
気
に
な
る
H
と
か
H

H

一応
μ

、
ウ
ン
と
い
う
あ
い

づ
松
下
。
違
和
感
を
感
じ
、
時

に
カ
ッ
カ
と
怒
り
な
が
ら
お
か

し
な
と
と
に
卒
直
に
も
の
申

し
、
か
と
思
う
と
お
し
ゃ
れ
の

話
も
あ
っ
て
楽
し
い
。

(
ユ
ッ

ク
舎
千
五
百
四
十
五
円
)

少一一~_.Jf
穫しマイミ

ベニマス

「
私
ら
し
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

変
わ
る
言
葉
・変
わ
る
女
性

深
尾
凱
子
著

手，J2fh.2γ
で免轟・ a・7
演?~~:，~::~;.. ~~; LA 
札 叫ユシ岳山:蹴
lごい川内 l'麟
守く仏代r~:~~t 躍
し‘、‘・~ A A . .- 磨重

もμ、μシ112e離
の‘い司、 ド

「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
の
お
ん
な
論
」

も
ろ
さ
わ
さ
っ
こ
著

川
市
川
揖
初
予

a 
s 

カレーで臭みをとる

冷蔵庫に魚介類を保存し
ていると、どうしても生臭
み、保存臭がつき、いやな
においがしがちです。戻す
ときに少量のカレーパウダ
ーを乙すりつりでくださ
い。びっくりするほどくさ
みが消えます。

国 婦人新聞

自立子
分与
キでど

子選手
了べン
ぬ るを

四国阻11

社)大日本水産会・

おさかな普及協議会

FE弟
J;l: 
i~( 

〉竺

‘実f
t〆

「
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
講
座
」
と
し
て
新
聞
連
載
し

た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が

「
女
性
の
表
現
」
な
ど
女
の
視

点
か
ら
、

H

お
か
し
な
こ
と
H

に
ズ
パ
リ
と
も
の
申
し
、
痛
快

で
楽
し
い
エ

ッ
セ
イ
集
。

窓
口
で
男
性
の
係
員
が
男
性

客
に
丁
寧
な
口
調
で
、
女
性
に

は
(
は
る
か
年
上
な
の
に
)
ぞ

ん
ざ
い
な
口
調
で
応
待
す
る
。

テ
レ
ビ
で
リ
ポ
ー
タ
ー
が
年
国

の
人
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
を
連
発
す
る
。
鐙
か

な
日
本
語
が
あ
る
の
に
あ
り
が

と
う
も
ご
め
ん
な
さ
い
も
H

ス

子
ど
も
か
ら
老
人

幅
広
い
層
を
対
象

日
本
ビ
ク
タ
ー
側

ロ
ロロ

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
い
う
言

葉
に
つ
い
て
著
者
は
、
あ
と
が

き
で
「
解
説
的
に
言
え
ば
、
い

ま

あ

る

と

己

ろ

の

も

の

で

な

み

、

時

に

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

ィ

な

く

、

ち

が

う

価

値

体

系

と

い

う

ど

公

的

な

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

し

意

味

」

だ

が

、

水

俣

の

人

が

「

じ

な

が

ら

の

介

護

。
最
期
か
せ
ま

ゃ
な
か
し
ゃ
ば
」

H
「

今

の

よ

っ

た

こ

ろ

、

著

者

が

茸

も

と

で

う

じ

ゃ

な

い

裟

婆

」

と

い

う

地

童

話

を

う

た

っ

て

き

か

せ

る

方

語

を

紹

介

し

た

と

述

べ

て

い

と

、

『

節

目

、

節

目

で

声

を

あ

る
。
十
二
年
前
、
著
者
が
信
鎚

げ

て

合

わ

せ

よ

っ

と

す

る

』『
ボ

の

山

奥

に

「

歴

史

を

ひ

ら

く

は

ケ

て

い

て

も

、

感

情

の

交

信

は

じ

め

の

家

」

を

つ

く

っ

た

当

時

た

し

か

に

あ

り

、

悲

し

み

を

わ

は
知
ら
な
か
っ
た
言
葉

だ

が

、

か

ち

あ

っ

て

残

り

の

日

々

を

一

そ
の
「
家
」
の
拠
っ
て

立

つ

思

緒

に

歩

い

て

い

る

仲

間

だ

』

の

想
は
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
H
じ

記

述

が

ジ

1
ン
と
響
く
。
日
誌

ゃ

な

か

し

ゃ

ば

」

そ

の

も

の

だ

の

聞

に

、

医

績

や

福

祉

に

つ

い

と
い
う
。

て
の
メ
モ
が
あ
り
、
考
え
さ
せ

昨

年

、

沖

縄

に

そ

の

「

家

」

ら

れ

る

。

(
ド
メ
ス
出
版
千

の
分
室
が
開
設
さ
れ
、
オ
ル
タ
前
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
七
百
五
十
一
円
)

ナ
テ
ィ
ブ
を
求
め
続
け
る
著
者
館
長
の
著
者
が
、
お
り
お
り
こ

が
、
沖
縄
へ
の
熱
い
思
い
と
共
曹
い
た
家
族
関
係
の
エ
ッ
セ
川

「

隣

の

い

い

女

」

に
、
女
性
史
家
と
し
て
の
目
で
を
集
め
た
も
の
だ
が
、
厚
後
の
坪
井
郁
美
著

沖
縄
で
伺
を
見
、
何
を
感
じ
た
一
年
は
、
著
者
の
お
母
さ
ん
の

1
1
1
1
4

か
を
語
っ
て
い
る
。

介
謹
の
日
酷
で
あ
る
o

t

e

iprip
にい

μ

1

・
j
A

一九一心
ーペ
謀
議

沖
縄
の
女
性
が
司
る
神
事
の
大
正
の
こ
ろ
、
大
恋
愛
の
上
』
歯
車
い
恥
い
配
融
機
鋭
機

精
神
性
や
、
志
の
縁
だ
け
で
運
結
婚
と
い
う
モ
ダ
ン
で
知
的
な

れれ，
wr
いに

綴
麟
機

蛍
さ
れ
て
い
る
信
棋
の
「
家
」
女
性
で
、
毒
舌
で
、
行
動
的
な
燃
駁
齢
麟

の
存
在
な
ど
を
知
る
と
、
「
人
お
母
さ
ん
だ
っ
た
。
そ
の
人
が
、
不
思
議
な
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

は
自
分
の
体
験
の
範
囲
で
し
か
八
十
五
歳
を
す
ぎ
て
歩
行
困
ン
で
あ
る
。
十
七
人
の
女
性
が

も
の
ご
と
を
理
解
し
な
い
限
界
難
、
視
力
減
、
喝
痴
呆
状
態
に
登
場
、
ヒ
ロ
コ
さ
ん
の
こ
と
、

を
持
つ
」
乙
と
を
あ
ら
た
め
て
陥
る
。
義
姪
、
家
政
婦
さ
ん
、
と
か
ひ
と
み
ち
ゃ
ん
の
こ
と
と

認
識
さ
せ
ら
れ
、
い
ま
生
活
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
チ
l
ム
を
組
か
、
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る

医
E-=主
=
£
川
相
州
川
和
山
剛
叫
』
=
区
一
一
主
一
一
一
て
い
る
。
唐
津
焼
の
伝
統
に
劃
げ
日
幽
問
時
い
ず
み
ホ
l

u
Hよ
H日
Y
H
v
t
Jづ
0
・
0
g川
I
k川

n
-AHM一
ニ
意
を
加
え
た
水
指
、
茶
盤
、
花
ル

(
J
R
西
国
分
寺
駅
南
口
l

t

-

J
-
H
E
Z一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
入
、
香
炉
な
ど
葬
祭
を
屋
分
)
前
売

1
5

0
円
、
当

比
白
川
w
l
m印

日

閥

横

浜

三

覧

す

る

日

1
8
0
0円
主

催
・・
笛
の

越
4
階
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

構

V
竹
の
ひ
び
き
し
の
笛
の

会
風
韻
チ
ケ
ッ
ト
申
込
み

・

上
積
風
は
日
展
会
友
、
佐
賀
県

独
奏
曲
と
祭
り
の
笛

(江
戸
瞬

間
合
せ
:・
工
房
く
れ
い
し
宮
0

陶
芸
協
会
理
事
な
ど
で
活
躍
し

子
)

4

2

9

・
日
・
司
X
0
3
2

市
場
の
こ
う
し
た
変
化
に
対

応
、
安
い
だ
け
で
は
な
い
、
お

い
し
い
ワ
イ
ン
作
り
の
た
め
の

商
品
開
発
、
消
費
者
調
査
に
よ

っ
て
、
分
か
り
ゃ
す
い
ラ
ベ
ル

表
示
の
ワ
イ
ン
を
実
現
。
謹
ラ

ベ
ル
に
は
、
甘
味
、
渋
味
、
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
、
飲
み
頃
温
度

を
表
示
し
、
好
み
の
ワ
イ
ン
を
、

自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
赤
、
白
、
ロ
ゼ
い
ず
れ

も
四
百
八
十
円

(メ
ー
カ
ー
希

望
小
売
価
格
)。

日
本
ビ
ク
タ
ー
闘
で
は
、
小

学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

が
、
ヒ
ロ
コ
さ
ん
の
姓
が
伺
と

い
う
の
か
ど
こ
に
住
ん
で
い
る

の
か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ち
な
い
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
常
道
と

離
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
い
て

ヒ
ロ
コ
さ
ん
と
い
う
人
の
人
と

な
り
が
す
っ
か
り
わ
か
り
、
ワ

ン
、
い
い
女
だ
な
あ
と
思
つ
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
世

間
的
に
は
全
く
無
名
の
乙
の
女

性
た
ち
の
生
き
方
が
な
ん
と
個

性
的
で
魅
力
に
富
ん
で
い
る
こ

と
か
。
己
れ
は
著
者
が
月
刊
「
母
の

友
」
(
福
音
館
宮
居
)
に
八
九

年
か
ら
九
四
年
三
月
号
に
か

け
、
綾
田
あ
そ
か
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
年
四
回
掲
載
し
た
も
の
。

著
者
は
昨
年
十
月
、
動
脈
留
の

た
め
急
死
し
た
。
は
兜
童
文
学

の
翻
訳
者
だ
が
、
ラ
イ
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
は
じ
め
て
い
た
。

あ
る
が
ま
ま
の
人
間
像
を
そ

の
ま
ま
に
受
り
い
れ
て
行
く
活

力
に
満
ち
た
文
体
。
わ
ず
か
五

十
三
歳
の
死
と
は
本
当
に
悲
し

い
。

(
枝
)

(ド
メ
ス
出
版

千
八
百
四
十
五
円
)

中
に
生
命
の
躍
動
感
こ
そ
取
り

戻
し
た
い
と
願
う
著
者
の
気
持

ち
が
、
切
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

(
陽
)
(
ド
メ
ス
出
版
、
千
七

百
五
十
一
円
)

釜ξ
が「ボ ブ国おは
広ニト ー ル産い、キ
がユル昨」ワしリッ
つ lで年をイさ lコ
てプ五来乙ンをズ l
いラ百ワの「同ナマ
るイ円イ三マ時ブン
14ス前ン月ンにル株
!出ブ後は新ズ実な式
誌!と、発 ・現価会
ほどいフ売タし格社
うル 。 lたとで

「
老
い
を
看
と
り

歌

を
う
た
う
」

家
族
の
歳
月金
森
ト
シ
エ
著

頭

ン
と
タ
l
メ
リ
ッ
ク
の
色
素

成
分
は
性
質
が
異
な
り
ま

す
。
サ
フ
ラ
ン
の
成
分
、
ク

ロ
シ
ン
は
水
に
溶
け
ま
す

が
、
油
に
溶
け
ま
せ
ん
。
一

方
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
の
成
分

ク
ル
ク
ミ
ン
は
、油
に
溶
け
、

水
に
溶
け
な
い
と
い
う
正
反

対
の
性
質
。
ま
た
、
酸
性
か

ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る
か
に
よ

b
っ
て
も
、
色
が
変
わ
り
ま
す
。

や

S
酸
性
で
は
黄
色
で
す
が
、
ァ

険寸

R

ル
カ
リ
性
に
な
る
と
褐
色
に

変
化
し
ま
す
。

お
酒
に
良
く
と
貯
る
の

で
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
な
ど
の
酒

類
と
一
緒
に
使
う
か
、
酒
の

中
に
溶
か
し
込
ん
だ
も
の
を

料
理
に
使
う
な
ど
の
工
夫
を

し
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ

、っ。
(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
本
文
・

武
政
三
男
/
イ
ラ
ス
ト
・
細

田
貞
一

)

わ
っ
た
と
推
察
で
き
ま
す
。

黄
色
の
着
色
作
用
を
活
用

す
る
ス
パ
イ
ス
に
サ
フ
ラ
ン

が
あ
り
ま
す
が
、
高
価
な
た

め
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
昔
か

ら
、
代
用
品
と
し
て
タ
l
メ

リ
ッ
ク
を
使
い
ま
し
た
。
西

洋
か
ら
東
岸
に
向
け
て
行
わ

れ
た
サ
フ
ラ
ン
貿
易
で
す

で
、
黄
色
い
の
で
す
。

日
本
名
は
ウ
コ
ン
(
字

金
)。
地
方
に
よ
っ
て
「
色
粉
」

の
名
前
で
沢
庵
用
の
着
色
料

が
市
販
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
と
れ
も
タ
l

メ
リ
ッ
ク
の
粉
末
の
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。

昔
か
ら
タ

l
メ
リ

ッ
ク

は
、
食
品
だ
け
で
は
な
く
、

黄
色
染
料
と
し
て
縄
や
羊

毛
、
皮
革
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

結
婚
式
で
は
、
花
嫁
と
新
郎

の
腕
を
タ
l
メ
リ
ッ
ク
で
染

め
、
黄
色
に
着
色
し
た
と
飯

を
食
べ
て
祝
い
ま
す
。
タ
1

メ
リ
y
ク
水
を
オ
l
デ
ィ
コ

ロ
ン
の
よ
う
に
身
体
に
擦
り

カ
レ
l
、
沢
庵
漬
け
に
共

通
す
る
H

黄
色
μ
。こ
の
色
は
、

タ
l
メ
リ
ッ
ク
と
い
う
シ
ョ

ウ
ガ
科
の
多
年
草
か
ち
探
れ

る
ス
パ
イ
ス
に
よ
る
も
の
で

す
。シ
ョ
ウ
ガ
に
よ
く
似
た
タ

l
メ
リ
ッ
ク
の
根
茎
部
を
掘

り
出
し
、
一
度
湯
煎
し
天
日

乾
慢
し
で
か
ち
粉
末
に
レ
て

料
理
に
使
い
ま
す
。
シ
ョ
ウ

ガ
の
よ
う
な
や
や
土
臭
い
匂

い
が
し
ま
す
が
、
全
体
と
し

て
は
弱
く
、
ス
パ
イ
ス
と
し

て
は
、
着
色
の
目
的
で
使
い

ま
す
。

カ
レ
1
パ
ウ
ダ
ー
は
タ
l

メ
リ
ッ
ク
が
加
物
前
後
の
劃

合
で
加
え
ら
れ
て
い
る
の

込
ん
だ
り
、
化
粧
晶
と
し
て

顔
に
塗
っ
た
り
し
ま
す
。
特

に
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
魔
除

け
と
し
て
の
意
味
合
い
も
漉

く
、
イ
ン
ド
の
あ
る
地
方
で

理
由
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
は
、
中
国
の
「
黄
飯
」
、

日
本
の
「
赤
飯
」
な
ど
に
も

見
ち
れ
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
め
で

(第3種郵便物認可)

NP・810忍得@且金崎 88，OOOF・外Pマ全幅"8瓜担f-!S5~"?(60明
.1:~1!略.:..; ..拘置五位置蹟蟹.エ..(，・..ゐf:"'-;(1111; ・.aJr-~. .J.::;... 

ナショナルロ豆豆E

食器洗い箆燥機

National 

強力シャワーで、
サソレの円につまった紺iカ・いめれ仏大似の級品lI.h:

ニびりついたおろL令 も、すみずみま でキレ fに

70
0

Cのお湯で、
T-i/tいで IJ.{存ちにくい、カレーや'1'中，のJt{tll，]な
illiゆれb、aめりを伐さす'スyキリ ;/tいあげます

砂163'4

松下電器産業株式会社

は
、
小
さ
な
根
茎
を
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
の
首

に
か
け
た
り
、
歩
け
る
よ
う

に
な
る
ま
で
毎
日
子
ど
も
の

頭
に
タ
l
メ
リ
シ
ク
水
を
軽

く
注
ぐ
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

神
社
や
寺
な
ど
の
色
合
い
が

黄
金
色
で
あ
る
の
も
、
タ
ー

メ
リ
ッ
ク
を
使
う
宗
教
よ
の

た
い
も
の
、
健
康
に
良
い
も

の
、
薬
と
し
て
効
果
の
あ
る

も
の
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
日
本
で
も
昔
か
色
、

九
州
や
沖
縄
地
方
で
タ
l
メ

リ
ッ
ク
の
粉
末
を
お
茶
が
わ

り
に
飲
む
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
と
れ
も
、
東
南
ア
ジ
ア

か
ろ
中
国
を
経
て
日
本
に
伝

が
、
タ
1
メ
リ
ッ
ク
は
、
逆

に
東
洋
か
ら
西
岸
に
向
け
て

行
わ
れ
ま
レ
た
。
ヨ
ー
ロッ

パ
で
H

イ
ン
ド
の
サ
フ
ラ
ン
H

と
し
て
広
く
知
色
れ
、
値
目
目

も
比
較
的
安
か
っ
た
の
で
、

代
用
品
と
し
て
利
用
さ
れ
た

の
で
す
。

同
じ
黄
色
で
も
、
サ
フ
ラ

第 1090号

同
月

V
唐
津
焼
「
溝
上
藻
風

(秀

次
)
」
作
陶
展

3 

サ
フ
ラ
ン
の
代
用
品
と
し
て
も

や
り
た
い
こ
と
を
や
る
、
だ
。

魚
柄
さ
ん
の
目
を
聞
か
せ
た
の

は
母
親
。
母
は
夏
、
熱
い
か
ら

と
家
の
板
壁
を
打
ち
抜
い
て
窓

を
作
っ
た
。
風
が
通
り
諒
し
か

っ
た
が
、
貧
し
い
た
め
ガ
ラ
ス

一
戸
は
無
し
。
雨
の
臼
や
冬
は
ど

う
す
る
の
か
、
心
配
し
て
い
た

ら
、
夏
が
終
わ
っ
た
ち
ビ
ニ
ー

ル
や
板
で
見
事
に
覆
っ
た
。
魚

柄
さ
ん
の
窓
に
対
す
る
概
念
は

崩
れ
、
そ
の
時
以
来
、
常
軌
を

逸
し
た
生
き
方
が
続
い
て
い
る

と
い
う
。

世
界
的
言
語
学
者

・
大
学
教

授
の
鈴
木
さ
ん
が
実
践
し
て
い

る
の
は
「
で
き
る
だ
け
少
な
い

エ
永
ル
ギ
!
と
物
質
の
消
費
で

い
か
に
最
大
の
幸
福
、
楽
し
い

人
生
を
送
る
か
」
と
い
う
と
と
。

拾
う
、
も
-
ろ
う
、
捨
て
な
い
生

活
|
|
資
源
と
し
て
の
物
は
大

切
に
す
る
が
、
人
閣
の
価
値
を

物
で
測
る
な
、
物
か
ら
目
を
離

せ
と
い
っ
王
張
を
『
人
に
は
ど

れ
だ
り
の
も
の
が
必
要
か
』
(飛

鳥
新
社
)
と
い
う
本
に
ま
と
め

た
。三
人
が
言
う
の
は
、
人
は
そ

れ
ぞ
れ
独
創
的
な
考
え
方
、
生

き
方
が
で
き
る
の
に
、
学
ぶ
乙

と
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
、
自
分

の
回
を
失
う
。
い
わ
ゆ
る
画
一

的
な
人
閣
の
集
ま
り
が
で
き

る
。
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
。
自

然
や
環
境
問
題
も
他
人
の
考
、
え

に
頼
ら
ず
自
分
の
日
と
頭
で
考

え
、
取
り
組
め
と
い
う
の
だ
。

(4) 

体
を
通
し
環
境
を
考
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
マ

ス
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
水
で

は
育
た
な
い
こ
と
も
、

H

環

境
派
H

の
か
っ
さ
い
を
得
て

い
る
。
リ
オ
州
で
マ
ス
飼
育
を
始

め
た
の
は
、
サ
ン
ジ
ョ
ン
農

場
ホ
テ
ル
の
持
主
で
あ
る
ホ

ー
ス
ト

・
ガ
リ
ッ
ベ
(
ド
イ

ツ
系
)
で
あ
る
。
四
十
年
前
、

マ
ス
の
卵
巣
を
輸
入
し
、
マ

カ
エ
・
デ
・
シ
マ
川
で
飼
育

を
は
じ
め
た
。

「
当
時
は
誰

も
食
べ
な
か
っ
た
し
、
マ
ス

の
名
前
さ
え
知
ち
な
い
人
が

い
ま
し
た
よ
」
。
も
ち
ろ
ん
、

マ
ス
飼
育
が
商
売
に
な
る
と

は
夢
に
も
思
わ
ず
、
「
ホ
テ

ル
の
客
に
、
一
皿
珍
し
い
一

品
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
か

ら
で
す
よ
」

。

今
は
リ
オ
州
最
大
の
飼
育

者
で
、
十
五
の
貯
水
池
で
月

に
三
万
ト
ン
も
生
産
し
て
い

る
。
面
白
い
の
は
、
彼
は
マ

ス
が
大
好
き
だ
が
、
自
分
の

飼
育
し
た
マ
ス
は

u
可
哀
相

で
が
食
べ
ら
れ
ず
、
友
人
の

生
産
し
た
マ
ス
を
μ
や
っ
と

食
べ
る
H

の
だ
そ
う
だ
。

(
斉
藤
実
代
子
)

現
在
一
キ
ロ
四
ド
ル
か
ら
六
ド

ル

(U
Sド
ル
)
と
い
う
小

売
り
値
も
下
げ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。

マ
ス
は
栄
養
が
あ
る
つ
え

に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
少

さ
せ
る
成
分
が
あ
り
、
マ
ス

を
常
食
と
す
る
エ
ス
キ
モ
ー

は
心
臓
病
が
少
な
い
と
い
う

の
も
、
愚
近
の
人
気
の
原
因

ブ

ラ
ジ
ル
の
挙
③

農
文
協
の
第
九
回
研
究
会
か
ら
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〈金曜日〉

ブ
ラ
ジ
ル
の
軽
食
喫
茶
に

グ
ト
ル
ッ
タ
・
サ
ラ
ダ
人
マ

ス
の
サ
ラ
ダ
)
が
現
わ
れ
る

の
も
間
近
か
で
は
な
い
か

ー
ー
と
思
う
ほ
ど
、
乙
の
と

乙
ろ
、
マ
ス
(
ベ
ニ
マ
ス
)

は
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
食
生
活
に

大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
始

め
て
い
る
。
数
年
前
乙
ろ
は

乙
の
魚
を
食
べ
る
の
は
ご
く

限
ら
れ
て
い
た
の
が
l
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
マ
ス
は
生

肉
を
調
理
し
て
食
べ
る
ほ
か

冷
凍
、
嬬
製
、
ハ
ム
に
も
す

る
し
卵
巣
も
お
い
し
い
O
N
黄

金
色
の
キ
ャ
ビ
ア
が
と
し
て

食
べ
る
。

も
と
も
と
北
米
の
川
の
淡

水
魚
だ
っ
た
マ
ス
を
、
公
害

の
な
い
水
、
一
千
肘
の
高
度

の
冷
た
い
水
と
い
う
マ
ス
繁

殖
に
絶
好
の
条
件
を
も
っ
リ

オ
州
の
貯
水
池
で
飼
育
し
始

め
た
の
だ
。
こ
の
三
年
間
、

マ
ス
の
繁
殖
は
良
好
で
、
リ

オ
州
は
マ
ス
の
生
産
に
懸
命

だ
。一
九
九
三
年
は
、
六
、
七

月
の
産
卵
時
期
の
温
度
が
低

か
っ
た
の
で
生
産
大
好
調
。

指
紋
や
フ
キ
ン
の
あ
と
が
残
ら
怠
い
か
ら
、
コ
ッ
プ
が
ピ
カ
ピ
カ
に
。

1995年 3月 10E3 

~1f~ 

ミ
マ
セ
、
〆
、
な
ん
で
も
μ
や
っ

ぱ
り
ρ

を
つ
り
る
。
若
い
人
の

口
ぐ
せ
で
気
に
な
る
H
と
か
H

H

一応
μ

、
ウ
ン
と
い
う
あ
い

づ
松
下
。
違
和
感
を
感
じ
、
時

に
カ
ッ
カ
と
怒
り
な
が
ら
お
か

し
な
と
と
に
卒
直
に
も
の
申

し
、
か
と
思
う
と
お
し
ゃ
れ
の

話
も
あ
っ
て
楽
し
い
。

(
ユ
ッ

ク
舎
千
五
百
四
十
五
円
)

少一一~_.Jf
穫しマイミ

ベニマス

「
私
ら
し
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

変
わ
る
言
葉
・変
わ
る
女
性

深
尾
凱
子
著

手，J2fh.2γ
で免轟・ a・7
演?~~:，~::~;.. ~~; LA 
札 叫ユシ岳山:蹴
lごい川内 l'麟
守く仏代r~:~~t 躍
し‘、‘・~ A A . .- 磨重

もμ、μシ112e離
の‘い司、 ド

「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
の
お
ん
な
論
」

も
ろ
さ
わ
さ
っ
こ
著

川
市
川
揖
初
予

a 
s 

カレーで臭みをとる

冷蔵庫に魚介類を保存し
ていると、どうしても生臭
み、保存臭がつき、いやな
においがしがちです。戻す
ときに少量のカレーパウダ
ーを乙すりつりでくださ
い。びっくりするほどくさ
みが消えます。

国 婦人新聞

自立子
分与
キでど

子選手
了べン
ぬ るを

四国阻11

社)大日本水産会・

おさかな普及協議会

FE弟
J;l: 
i~( 

〉竺

‘実f
t〆

「
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
講
座
」
と
し
て
新
聞
連
載
し

た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が

「
女
性
の
表
現
」
な
ど
女
の
視

点
か
ら
、

H

お
か
し
な
こ
と
H

に
ズ
パ
リ
と
も
の
申
し
、
痛
快

で
楽
し
い
エ

ッ
セ
イ
集
。

窓
口
で
男
性
の
係
員
が
男
性

客
に
丁
寧
な
口
調
で
、
女
性
に

は
(
は
る
か
年
上
な
の
に
)
ぞ

ん
ざ
い
な
口
調
で
応
待
す
る
。

テ
レ
ビ
で
リ
ポ
ー
タ
ー
が
年
国

の
人
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
を
連
発
す
る
。
鐙
か

な
日
本
語
が
あ
る
の
に
あ
り
が

と
う
も
ご
め
ん
な
さ
い
も
H

ス

子
ど
も
か
ら
老
人

幅
広
い
層
を
対
象

日
本
ビ
ク
タ
ー
側

ロ
ロロ

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
い
う
言

葉
に
つ
い
て
著
者
は
、
あ
と
が

き
で
「
解
説
的
に
言
え
ば
、
い

ま

あ

る

と

己

ろ

の

も

の

で

な

み

、

時

に

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

ィ

な

く

、

ち

が

う

価

値

体

系

と

い

う

ど

公

的

な

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

し

意

味

」

だ

が

、

水

俣

の

人

が

「

じ

な

が

ら

の

介

護

。
最
期
か
せ
ま

ゃ
な
か
し
ゃ
ば
」

H
「

今

の

よ

っ

た

こ

ろ

、

著

者

が

茸

も

と

で

う

じ

ゃ

な

い

裟

婆

」

と

い

う

地

童

話

を

う

た

っ

て

き

か

せ

る

方

語

を

紹

介

し

た

と

述

べ

て

い

と

、

『

節

目

、

節

目

で

声

を

あ

る
。
十
二
年
前
、
著
者
が
信
鎚

げ

て

合

わ

せ

よ

っ

と

す

る

』『
ボ

の

山

奥

に

「

歴

史

を

ひ

ら

く

は

ケ

て

い

て

も

、

感

情

の

交

信

は

じ

め

の

家

」

を

つ

く

っ

た

当

時

た

し

か

に

あ

り

、

悲

し

み

を

わ

は
知
ら
な
か
っ
た
言
葉

だ

が

、

か

ち

あ

っ

て

残

り

の

日

々

を

一

そ
の
「
家
」
の
拠
っ
て

立

つ

思

緒

に

歩

い

て

い

る

仲

間

だ

』

の

想
は
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
H
じ

記

述

が

ジ

1
ン
と
響
く
。
日
誌

ゃ

な

か

し

ゃ

ば

」

そ

の

も

の

だ

の

聞

に

、

医

績

や

福

祉

に

つ

い

と
い
う
。

て
の
メ
モ
が
あ
り
、
考
え
さ
せ

昨

年

、

沖

縄

に

そ

の

「

家

」

ら

れ

る

。

(
ド
メ
ス
出
版
千

の
分
室
が
開
設
さ
れ
、
オ
ル
タ
前
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
七
百
五
十
一
円
)

ナ
テ
ィ
ブ
を
求
め
続
け
る
著
者
館
長
の
著
者
が
、
お
り
お
り
こ

が
、
沖
縄
へ
の
熱
い
思
い
と
共
曹
い
た
家
族
関
係
の
エ
ッ
セ
川

「

隣

の

い

い

女

」

に
、
女
性
史
家
と
し
て
の
目
で
を
集
め
た
も
の
だ
が
、
厚
後
の
坪
井
郁
美
著

沖
縄
で
伺
を
見
、
何
を
感
じ
た
一
年
は
、
著
者
の
お
母
さ
ん
の

1
1
1
1
4

か
を
語
っ
て
い
る
。

介
謹
の
日
酷
で
あ
る
o

t

e

iprip
にい

μ

1

・
j
A

一九一心
ーペ
謀
議

沖
縄
の
女
性
が
司
る
神
事
の
大
正
の
こ
ろ
、
大
恋
愛
の
上
』
歯
車
い
恥
い
配
融
機
鋭
機

精
神
性
や
、
志
の
縁
だ
け
で
運
結
婚
と
い
う
モ
ダ
ン
で
知
的
な

れれ，
wr
いに

綴
麟
機

蛍
さ
れ
て
い
る
信
棋
の
「
家
」
女
性
で
、
毒
舌
で
、
行
動
的
な
燃
駁
齢
麟

の
存
在
な
ど
を
知
る
と
、
「
人
お
母
さ
ん
だ
っ
た
。
そ
の
人
が
、
不
思
議
な
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

は
自
分
の
体
験
の
範
囲
で
し
か
八
十
五
歳
を
す
ぎ
て
歩
行
困
ン
で
あ
る
。
十
七
人
の
女
性
が

も
の
ご
と
を
理
解
し
な
い
限
界
難
、
視
力
減
、
喝
痴
呆
状
態
に
登
場
、
ヒ
ロ
コ
さ
ん
の
こ
と
、

を
持
つ
」
乙
と
を
あ
ら
た
め
て
陥
る
。
義
姪
、
家
政
婦
さ
ん
、
と
か
ひ
と
み
ち
ゃ
ん
の
こ
と
と

認
識
さ
せ
ら
れ
、
い
ま
生
活
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
チ
l
ム
を
組
か
、
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る

医
E-=主
=
£
川
相
州
川
和
山
剛
叫
』
=
区
一
一
主
一
一
一
て
い
る
。
唐
津
焼
の
伝
統
に
劃
げ
日
幽
問
時
い
ず
み
ホ
l

u
Hよ
H日
Y
H
v
t
Jづ
0
・
0
g川
I
k川

n
-AHM一
ニ
意
を
加
え
た
水
指
、
茶
盤
、
花
ル

(
J
R
西
国
分
寺
駅
南
口
l

t

-

J
-
H
E
Z一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
入
、
香
炉
な
ど
葬
祭
を
屋
分
)
前
売

1
5

0
円
、
当

比
白
川
w
l
m印

日

閥

横

浜

三

覧

す

る

日

1
8
0
0円
主

催
・・
笛
の

越
4
階
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

構

V
竹
の
ひ
び
き
し
の
笛
の

会
風
韻
チ
ケ
ッ
ト
申
込
み

・

上
積
風
は
日
展
会
友
、
佐
賀
県

独
奏
曲
と
祭
り
の
笛

(江
戸
瞬

間
合
せ
:・
工
房
く
れ
い
し
宮
0

陶
芸
協
会
理
事
な
ど
で
活
躍
し

子
)

4

2

9

・
日
・
司
X
0
3
2

市
場
の
こ
う
し
た
変
化
に
対

応
、
安
い
だ
け
で
は
な
い
、
お

い
し
い
ワ
イ
ン
作
り
の
た
め
の

商
品
開
発
、
消
費
者
調
査
に
よ

っ
て
、
分
か
り
ゃ
す
い
ラ
ベ
ル

表
示
の
ワ
イ
ン
を
実
現
。
謹
ラ

ベ
ル
に
は
、
甘
味
、
渋
味
、
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
、
飲
み
頃
温
度

を
表
示
し
、
好
み
の
ワ
イ
ン
を
、

自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
赤
、
白
、
ロ
ゼ
い
ず
れ

も
四
百
八
十
円

(メ
ー
カ
ー
希

望
小
売
価
格
)。

日
本
ビ
ク
タ
ー
闘
で
は
、
小

学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

が
、
ヒ
ロ
コ
さ
ん
の
姓
が
伺
と

い
う
の
か
ど
こ
に
住
ん
で
い
る

の
か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ち
な
い
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
常
道
と

離
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
い
て

ヒ
ロ
コ
さ
ん
と
い
う
人
の
人
と

な
り
が
す
っ
か
り
わ
か
り
、
ワ

ン
、
い
い
女
だ
な
あ
と
思
つ
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
世

間
的
に
は
全
く
無
名
の
乙
の
女

性
た
ち
の
生
き
方
が
な
ん
と
個

性
的
で
魅
力
に
富
ん
で
い
る
こ

と
か
。
己
れ
は
著
者
が
月
刊
「
母
の

友
」
(
福
音
館
宮
居
)
に
八
九

年
か
ら
九
四
年
三
月
号
に
か

け
、
綾
田
あ
そ
か
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
年
四
回
掲
載
し
た
も
の
。

著
者
は
昨
年
十
月
、
動
脈
留
の

た
め
急
死
し
た
。
は
兜
童
文
学

の
翻
訳
者
だ
が
、
ラ
イ
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
は
じ
め
て
い
た
。

あ
る
が
ま
ま
の
人
間
像
を
そ

の
ま
ま
に
受
り
い
れ
て
行
く
活

力
に
満
ち
た
文
体
。
わ
ず
か
五

十
三
歳
の
死
と
は
本
当
に
悲
し

い
。

(
枝
)

(ド
メ
ス
出
版

千
八
百
四
十
五
円
)

中
に
生
命
の
躍
動
感
こ
そ
取
り

戻
し
た
い
と
願
う
著
者
の
気
持

ち
が
、
切
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

(
陽
)
(
ド
メ
ス
出
版
、
千
七

百
五
十
一
円
)

釜ξ
が「ボ ブ国おは
広ニト ー ル産い、キ
がユル昨」ワしリッ
つ lで年をイさ lコ
てプ五来乙ンをズ l
いラ百ワの「同ナマ
るイ円イ三マ時ブン
14ス前ン月ンにル株
!出ブ後は新ズ実な式
誌!と、発 ・現価会
ほどいフ売タし格社
うル 。 lたとで

「
老
い
を
看
と
り

歌

を
う
た
う
」

家
族
の
歳
月金
森
ト
シ
エ
著

頭

ン
と
タ
l
メ
リ
ッ
ク
の
色
素

成
分
は
性
質
が
異
な
り
ま

す
。
サ
フ
ラ
ン
の
成
分
、
ク

ロ
シ
ン
は
水
に
溶
け
ま
す

が
、
油
に
溶
け
ま
せ
ん
。
一

方
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
の
成
分

ク
ル
ク
ミ
ン
は
、油
に
溶
け
、

水
に
溶
け
な
い
と
い
う
正
反

対
の
性
質
。
ま
た
、
酸
性
か

ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る
か
に
よ

b
っ
て
も
、
色
が
変
わ
り
ま
す
。

や

S
酸
性
で
は
黄
色
で
す
が
、
ァ

険寸

R

ル
カ
リ
性
に
な
る
と
褐
色
に

変
化
し
ま
す
。

お
酒
に
良
く
と
貯
る
の

で
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
な
ど
の
酒

類
と
一
緒
に
使
う
か
、
酒
の

中
に
溶
か
し
込
ん
だ
も
の
を

料
理
に
使
う
な
ど
の
工
夫
を

し
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ

、っ。
(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
本
文
・

武
政
三
男
/
イ
ラ
ス
ト
・
細

田
貞
一

)

わ
っ
た
と
推
察
で
き
ま
す
。

黄
色
の
着
色
作
用
を
活
用

す
る
ス
パ
イ
ス
に
サ
フ
ラ
ン

が
あ
り
ま
す
が
、
高
価
な
た

め
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
昔
か

ら
、
代
用
品
と
し
て
タ
l
メ

リ
ッ
ク
を
使
い
ま
し
た
。
西

洋
か
ら
東
岸
に
向
け
て
行
わ

れ
た
サ
フ
ラ
ン
貿
易
で
す

で
、
黄
色
い
の
で
す
。

日
本
名
は
ウ
コ
ン
(
字

金
)。
地
方
に
よ
っ
て
「
色
粉
」

の
名
前
で
沢
庵
用
の
着
色
料

が
市
販
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
と
れ
も
タ
l

メ
リ
ッ
ク
の
粉
末
の
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。

昔
か
ら
タ

l
メ
リ

ッ
ク

は
、
食
品
だ
け
で
は
な
く
、

黄
色
染
料
と
し
て
縄
や
羊

毛
、
皮
革
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

結
婚
式
で
は
、
花
嫁
と
新
郎

の
腕
を
タ
l
メ
リ
ッ
ク
で
染

め
、
黄
色
に
着
色
し
た
と
飯

を
食
べ
て
祝
い
ま
す
。
タ
1

メ
リ
y
ク
水
を
オ
l
デ
ィ
コ

ロ
ン
の
よ
う
に
身
体
に
擦
り

カ
レ
l
、
沢
庵
漬
け
に
共

通
す
る
H

黄
色
μ
。こ
の
色
は
、

タ
l
メ
リ
ッ
ク
と
い
う
シ
ョ

ウ
ガ
科
の
多
年
草
か
ち
探
れ

る
ス
パ
イ
ス
に
よ
る
も
の
で

す
。シ
ョ
ウ
ガ
に
よ
く
似
た
タ

l
メ
リ
ッ
ク
の
根
茎
部
を
掘

り
出
し
、
一
度
湯
煎
し
天
日

乾
慢
し
で
か
ち
粉
末
に
レ
て

料
理
に
使
い
ま
す
。
シ
ョ
ウ

ガ
の
よ
う
な
や
や
土
臭
い
匂

い
が
し
ま
す
が
、
全
体
と
し

て
は
弱
く
、
ス
パ
イ
ス
と
し

て
は
、
着
色
の
目
的
で
使
い

ま
す
。

カ
レ
1
パ
ウ
ダ
ー
は
タ
l

メ
リ
ッ
ク
が
加
物
前
後
の
劃

合
で
加
え
ら
れ
て
い
る
の

込
ん
だ
り
、
化
粧
晶
と
し
て

顔
に
塗
っ
た
り
し
ま
す
。
特

に
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
魔
除

け
と
し
て
の
意
味
合
い
も
漉

く
、
イ
ン
ド
の
あ
る
地
方
で

理
由
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
は
、
中
国
の
「
黄
飯
」
、

日
本
の
「
赤
飯
」
な
ど
に
も

見
ち
れ
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
め
で
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強力シャワーで、
サソレの円につまった紺iカ・いめれ仏大似の級品lI.h:

ニびりついたおろL令 も、すみずみま でキレ fに
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0
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砂163'4

松下電器産業株式会社

は
、
小
さ
な
根
茎
を
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
の
首

に
か
け
た
り
、
歩
け
る
よ
う

に
な
る
ま
で
毎
日
子
ど
も
の

頭
に
タ
l
メ
リ
シ
ク
水
を
軽

く
注
ぐ
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

神
社
や
寺
な
ど
の
色
合
い
が

黄
金
色
で
あ
る
の
も
、
タ
ー

メ
リ
ッ
ク
を
使
う
宗
教
よ
の

た
い
も
の
、
健
康
に
良
い
も

の
、
薬
と
し
て
効
果
の
あ
る

も
の
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
日
本
で
も
昔
か
色
、

九
州
や
沖
縄
地
方
で
タ
l
メ

リ
ッ
ク
の
粉
末
を
お
茶
が
わ

り
に
飲
む
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
と
れ
も
、
東
南
ア
ジ
ア

か
ろ
中
国
を
経
て
日
本
に
伝

が
、
タ
1
メ
リ
ッ
ク
は
、
逆

に
東
洋
か
ら
西
岸
に
向
け
て

行
わ
れ
ま
レ
た
。
ヨ
ー
ロッ

パ
で
H

イ
ン
ド
の
サ
フ
ラ
ン
H

と
し
て
広
く
知
色
れ
、
値
目
目

も
比
較
的
安
か
っ
た
の
で
、

代
用
品
と
し
て
利
用
さ
れ
た

の
で
す
。

同
じ
黄
色
で
も
、
サ
フ
ラ

第 1090号

同
月

V
唐
津
焼
「
溝
上
藻
風

(秀

次
)
」
作
陶
展

3 

サ
フ
ラ
ン
の
代
用
品
と
し
て
も


